
第 1 2 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 3年 1 2 月 1 9 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能言鮖両機構



○事務局 事務局でございます。 本 日 はお忙 しい中 、 お集ま り 頂き ま してあ り が と う ござ

います。 会議を開始致します前に資料の衞褥認を して頂き たいと思います。

まず、 一番上にございますのが、 本 日 の出欠の一覧でございます。

続き ま して本 日 の次第 と本体資料がございます。

続き ま して資料 , と致“まK、 ■“集計結果 あら ,“数量的 疫学白粉物部分
にな る も のでございます。

続き ま して資料 2 と致 しま して 、 集計表の一部修正について と い う 資料が ございます。

続き ま して資料 3 と致 しま して、 脳小型麻痺発症の主たる原因について (案) と い う 資料

が ございます。

続き ま して資料4 と致 しま して 、 脳↑堕麻痺発症の主たる原因の考え方について と い う 資

料がございます。

続き ま して資料 5 と 致 しま して 、 脳小型麻痺発症の原因の分類 (全事例) と い う A 3 のホ

チキス どめの資料がございます。

続き ま して資料 6 と致しま して、 脳′塩麻痺発症の原因の分類 (複数の要因) と い う A 3

の資料がございます。

続き ま して資料 7 と致しま して 、 吸引分娩について (案) と い う も のがございます。

続き ま して資料 8 と 致 しま して 、 分析対象事例の概要 (吸引分娩について) と い う A 3

の資料になってお り ます。

続き ま して資料 9 と致しま して、 診療録等の記載について (案) と い う 資料が ございま

す。

その他に参考 と しま して 、 川端委員か ら ご提翹共頂き ま した医会報の写し、 こ ち ら を参考

と して配付してお り ます。

ま た 、 委員の皆様の卓上には、 青いフ ァイルに入れて今までに公法そ された原因分析報告

書を置いてお り ますので、 審議の中で適宜ご参照下さ い。



1 . 開会

○事務局 の□藤) それでは、 時間 と な り ま したので、 ただいまか ら第1 2回産科医療補償

制度再発防止委員会を開催させて頂き ます。

本 日 、 岩下委員、 箕浦委員か ら ご欠席の連絡を頂いてお り ます。 まだおそろいでない先

生もい ら っ しや しますが、 順次い ら っ しゃ る と思います。

それでは、 議事の進行を池ノ 上委員長にお願い したい と思います。 池ノ 上委員長、 よ ろ

し く お願い致します,

○池ノ 上委員長 それでは、 委員の先生方、 お忙 しい と こ ろお集ま り 頂き ま して、 本当 に

あ り が と う ございます。 ど う ぞよ ろ し く お願い致します

それでは、 譫に入らせ,頂き まが、 ■の集計結果,‘つい‘まず事務局、 説明
をお願い致します。

2 . 議事

1 ) ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ について

○事務局 (原) それでは、 資料 ' を ご覧下 さい。 ■の集計結果か う 資料ぬ り ます。
こ ち らの資料でございますけれども 、 数量的 ･ 疫学的分析につき ま して、 これまでに公法

致しま した■を従来*当は““もの‘な , ます。
回りきま しては、 算 回報告書で蟻と な り ま し,遍薑を含播お り ますので、 今
回、 新ね週が加拔形ぬってお ' ますo
基本的には、 こ の表につき ま しては、 従来 と 同 じ表になってお り ますけれど も 、 一部表

の変更についてご検討頂き たい と い う 箇所がございますので、 その部分についてご説明を

申 し上げます。

資料 2 を ご覧頂けますで し ょ う か。 集計表の一部修正について と い う 表にな り ます。

表の変更について検討をお願い したい L点 目 が 、 産科合併症についてにな り ます。 先ほ

どの資料 1 で言います と 、 7 ページ と 1 0ページ、 それぞれ表 1 - 3 - 6 と 表 1 - 4 ー 7 に
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な り ます。

前回の第 1 回の報告書では、 資料にあ り ます矢印の左側の表の よ 効こ 、 女較眼中に発生し

た産科合併症 と分娩進行中に発生 した産科合併症の表をそれぞれ掲載してお り ま した。 し

か し 、 f雫数の増加に伴いま して 、 妊娠中か分娩進行中かの判別が難しい事例が増えてお り

ますので、 これ ら の表を右側の修勿正案の通 り 、 産科合併症 と して一つの表にま と め させて

頂き たい と考えてお り ます。 こ ち らが 、 まず、 L点 目 です。

そ して 2 点 目 が 、 新生児に実施した蘇生法について と い う こ と で、 先ほ どの資料 1 でい

き ますれ,ページ“ ' - ‐ - ‐ “表にな り ます。 ‘れまで“■“事例“糀■、 出生後、
かな り 時間が経過 してか ら蘇生処置を実施しているケースが幾つかございます。 例えば、

こ の点線の囲みの中ですけれど も 、 事例 1 が助産所の事例にな り ます。 こ ち ら は出生時に

.十分な蘇生処置をせず、 出凋I後･搬送先で人工呼吸を した事例 と な り ますo こ “ よ
う な事例です と か、 事例 2 の よ 効こ 、 出生 後に徐脈と なっ て人工呼吸を した事

例 と 、 こ の よ う な事例がございます。

そ こ で、 続いて 2 ページをご覧下 さい。 こ ち ら の表ではあ く まで出生時、 出生直後に行

･た蘇生処置を集計す･表 と しれきたい と思います“で、 出d知り ま しく それ
までに実施 した蘇生処置 と したい と考えてお り ます。

併せま して 、 タ イ トルも 、 これまでは ｢新生児に実施した蘇生法｣ と 、 こ の表の左側で

す。 こ の よ う & こなってお り ま したけれども 、 第 2 回か らは ｢出生時に実施した蘇生処置｣

と い う ふ う に変更を したい と考えてお り ます。

それと その他、 次の 2 の変更する表 と して、 8 点挙げてお り ます。 こ こ 夜こ記載の通 り 、

体重の区分ですと か時間の区分な どを細分化した り 追加 した り してお り ます。 こ ち ら につ

き ま してはまた後ほ ど ご確認頂ければと 思います。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 今、 事務局か ら ご提案のあ り ま した産

科合併症を、 こ の よ う に産科合併症 と して一つにする と い う こ と と 、 それか ら 、 新生児蘇

生法.出生直鮒I以内に行われたものにつぃて言陥をする と い う ご提案ですけれども ･
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これについてはいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか。

。棘繊員 そ う す, と 、 圏だと% と 、 全て例えば産科合併症だ一馬あ･み“いな
印象があ る んですけれども 、 な し と い う のはないんですか。 なかっ た も のは、 なかった と

い う こ と ですか。

○澤田客員研究員 その よ う な集計は していないんです。 も ちろん、 ないの も あ り ます。

全てがないにするか。

○藤森委員 です長熟 だから 、 こ こ に書いてあ る も の以外の も のはなかったのかも しれ

ないんですけれども 。

○澤田客員研究員 ｢上記に該当な し｣ と い う 項 目 をつ く ったほ う が よ ろ しければ、 それ

は作る こ と ができ ます。

○棘磁員 つま , 、 .全部何かし ら の合併症“あったのかか う ふ う .誤解されは
う な気が しないでも ないんですけれど も 。

○池ノ 上委員長 それはないも の も ど こかに項 目 を作る と い う こ と ですか。

○上田理事 はい。 と い う ご指摘です。

○事務局 (森脇) 最初、 第 1 回の報告書をつ く っ た と き は 、 全く ない と言いきれない と

い う 考えがあ り ま して 、 診療録に書いていないのか、 合併症がないのか分か らない事例が

あ り ますので、 あ る分だけをカ ウ ン ト していこ う と い う 考えの も と で始めま したが、 先生

がおっ しゃ る よ う に 、 ｢上記に該当な し｣ と い う 書き方はでき るか と る沈思います。

○池ノ 上委員長 何も産科合併症がな く て も児の予後が悪い と い う こ と はあ り 得る と思い

ますので、 それはやっ ぱ り 項 目 を立てて頂いたほ う がいいん じゃないですか。 よ ろ しいで

すか。 あ り が と う ございます。 他にはいかがで し ょ う か。 産科合併症の区分について。 よ

ろ し ゅ う ございますか。

○魚冨澤委員 今の と こ ろのですけれども 、 ｢該当 な し｣ と 書いた と き に 、 本当 になかった

話と 、 書かれていないので分か ら ない話が常にいつも絡んで く る ので、 そのあた り は分か

り やすいよ う に ご検討して頂ければ老思います。



○池ノ 上委員長 その熟ま、 事務局、 ピ ッ ク ア ップでき ますか。 記載がないか ら分か ら な

い と か。

○澤田客員研究員 記載がな し と い う こ と み こなっ て しま ったので、 それをそ う やって書く

かですれ 脚注で、 カルテに記載がなかった と い う ふ 効こゴ書 く かですれ

○池ノ 上委員長 特に何も ない と書いてあれば、 それはない と い う こ と が分か り ますけれ

ども 、 何も書いていない と き には ｢記載がない｣ と い う 脚注をつける と い う こ と ですか。

それでいいですか。 今、 鮎澤筆委員がおっ しゃ ったよ う に 、 その区別は しておかない と 、 後

で混乱 します長姦 ど う ですか。

○事務局 (森脇) 区別はついてお り ませんので、 ｢上記に該当な し｣ は不明 も含む とい

う よ う な形ですれ イ メ ージと しては。 記載な しなのか、 ないのかが分から ない と い う の

を含んだ意味で記載する よ う な形にな り ます。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 原因分析委員会が分析すれば、 その中で合併症があ るん

だった ら浮かび上がって く る ん じゃ ないかな と思 う んですけれどもね。 ど う ですかね。

○隈本委員 記載がないのは結構あって、 カルテに記録がないのでよ く 分か ら ない と か、

例えば発熱しているん じゃないか と い う よ う な こ と が疑われる場合でも 、 熱を測っていな

いので発熱は分か らない と い う よ う な こ と がある ので、 そ う い う 意味では、 ｢記載な し｣

が一番正 しいんですけれども 、 その ｢記載な し｣ と い う のが合併症な し と い う こ と だ と い

う 理解は中々 しに く いので、 微妙ですけれども 、 でも 、 事実か ら言 う と ｢記載な し｣ で、

合併症がな く て も記載がない し、 あ っ て記録しな く て も記載がない。 同 じ よ う に必ず ｢記

載な し｣ と い う 形で出て く る ので、 そ こ は ｢記載な し｣ で統一する しかないん じゃないで

すか。

○池ノ 上委員長 今 日 、 あ と で議論して頂き ますけれども 、 カルテの記載について、 も う

一遍ステー ト メ ン ト をちゃん と ま と め よ う と い う こ と 々こな っ ていま して、 今の よ う な疑問

点が再発防止の観点か ら も出て く る と い う こ と であれば、 最初は記載な しでやっていて こ

う い う ふ う にな ら ざる を得ないので、 ち ゃん と記載は して下さい と い う よ う な こ と で、 再
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発防止の意義を唱えてい く と い う こ と る こな り ますかね。

○ 田村委員 でも 、 も し統計的に こ う い う あた り を き ちん と分析 してい く のであれば、 ま

だ初めの段階なので、 少な く と も報告書には、 項 目 を具体的に挙げて、 合併症 と してあっ

たかなかったかをチェ ッ ク を入れて報告 して も ら う と い う ふ う に しておいたほ う が よ ろ し

いん じゃ ないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 記載のあ り ･ な しま で入れる と い う こ と ですか。

○ 田村委員 ですか ら 、 該当する施鶴投の報告書で必ずこ の項団こついてはあ るかないかを 、

0 × をつけて出 して も ら う 。 ち ゃん と 出 していなければ、 事務局のほ う で確認 して、 も し

その う えであったかど う か分か ら ない と い う のであれば、 それははっ き り と ｢不明であ

る ｣ と い う ふ う な書き方に しておけば、 統計的に解析する と き には、 よ り 正確なデータ に

な る のではないか と思います。

○上田理事 ですか ら 、 現時点においては項 目 と しては、 ｢上記疾患の記載な し｣ と して 、

そ して注でその辺の状況を記述する とするのが 1 点です。

それか ら 2 点団ま、 再発防止委員会で取 り ま と めた も のは、 原因分析委員会にフ ィ ー ド

バ ッ ク しますので、 こ の よ う に今回取 り ま と めた記載に関 して 、 どの時点か と かタイ ミ ン

グな ども あ り ますけれども 、 今後の原因分析委員会においてまた検討して頂 く こ と になる

思います。

。池ノ 上委員長 今までの圃の中 .記載されてい“産科合併症･にれだけでこれ以外
のやつはないんですね。 記載がない と い う のは、 これ以外の産科合併症は見 られていない

と い う こ と ですか。

○澤田客員研究員 あ り ます。

○池ノ 上委員長 それは ど こ に行っているんですか。 その他ですか。

○澤田客員研究員 そ う ですね。 その他で書いていないの も あ り ます し 、 産科合併症を ど

こ まで取るかと い う の も ち ょ っ と難 しい と思いますので、 主な も のを今回挙げている と い

う こ と になっ てお り ます。
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○池ノ 上委員長 主な も の を挙げられていますね。 そ う した ら 、 ｢上記以外｣ と い う こ と

を 、 先生が言われたま 効こ脚注でして頂 く と い う こ と ですかれ それでいいですか。

○隈本委員 とする と 、 ｢その他｣ がいるん じゃないですか。

○池ノ 上委員長 その他の合併症があればですれ

0隈本委員 だかね 常概盤馴剥離.多いんですけれ“も 、 の間･ ■ぐ らい立‘
続けに低位湖台乙盤: と い う のがあって、 似た よ う な症状にな る と した ら 、 低位湖能盤と かそ う し 、

う の も あ る のかな と い う 気がする ので、 ｢その他｣ の項 目 を作 り ｢記載な し｣ ですか。

○澤田客員研究員 どこ までを合併症にするかは難しい問題で、 例えば羊水過多 と か羊水

過少 と か前置胎盤と か、 あんま り 関係ないもの も産科合併症にな り ますので、 その辺を ど

う い う ふ う にするかを決めない と 、 ｢その他｣ と い う のはち ょ っ と つ く れない と 思います。

○池ノ 上委員長 主と して児の予後に関連しそ う な も のの順番で挙げてい く と 、 こ う い う

も のが出て く る と い う こ と ですね。

○事務局 (森脇) 診療録の書き方も様々 ですので、 第 1 回報告書を取 り ま と める際に さ

すがに これだけは絶対書いてあ るだろ う と い う のを拾ってい こ う と い う こ と で最初進めて

お り ま した。

○板橋委員 今の時点ではいいと思 う のですが、 事例が増えてきた と き に 、 ｢その他｣ に

分類 される も のが増えてき た り 、 あ る いは新たな知見で因果関係があ り そ う だ と い う こ と

も起こ り えます。 薬の副作用報告に近い と こ ろがあ り ますけれども 、 有害事象的な も のを

あ る程度のライ ンで決めたほ う が よ い と思います。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 でき ますか。 まただんだん年が変わる につれてそ こ ら辺

が明 らかになって く る と 。 それはデータがあ る ので、 さ かのぼってまた再分類でき ますよ

れ じやあ、 今の よ う な形でやってい く と い う こ と でよ ろ しいですか。 はい。 ど う も あ り

が と う ございま した。

蘇生のほ う は、 田村委員、 いかがですか。 よ ろ しいで し ょ う か。

0 田ホ･矮≦員 それな り に妥当な数字だ割沈思います。
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○板橋委員 田村委員、 こ の人工呼吸 と い う 言葉は、 マス ク &バ ッ グ、 こ の前マ ウ ス ツー

マ ウ ス も あ り ま したけれども 、 人工呼吸 と い う 言葉で一括して 、 誤解はないで し ょ う か。

○ 田ホ･矮詳員 具体的に人工呼吸の と こ ろでマ ウ ス ツーマ ウス 、 バ ッ グ&マス ク 、 挿管、 全

て含む と か、 そ う い う ふ う " こ分類 して選んでも ら う のが良い と 思います。

○板橋委員 でも 、 挿管処置は、 多分、 いわゆるバ ッ グ&マス ク をやった後の処置なので、

挿管は分けておいたほ う がいい と思います。 いわゆる挿管以外ではC P A P も入る ん じゃ

ないかと 思いますけれど も 。

0 田本･援耕員 な る ほ ど。 おっ しゃ る通 り で、 今度の新しいガイ ド ライ ンの中ではC P A P

を推奨甦する補助呼吸に入れま したか ら 、 こ こ の と こ ろは人工呼吸 と C P A P は一応分けて

明記して分類したほ う が よ ろ しいですね。

○板橋委員 かも しれないですれ 将来的には多分そ う な る だろ う と思います。

○石渡委員長代理 そ う しますと 、 人工呼吸は、 残る のはバ ッ グ&マス ク と 、 そ う であれ

ばC P A P と 、 二つに分ければよ ろ しい と い う こ と ですね。

0 田本･援き員 はい。 死亡につなが り そ う な重症の仮死に対する対応ではな く て 、 呼吸障害

に対する対応 と してマス ク で陽圧だけをかけて、 だけ どバ ッ グを押 さ ない と い う 、 いわゆ

る C P A P をする事例が これか ら増えて く る と 思いますので、 分けたほ う がいい と 思いま

す。

○池ノ 上委員長 そ う する と 、 こ の人工呼吸 と い う と こ ろ を 、 バ ッ グ&マス ク と C P A P 。

○ 田村委員 も し く は陽圧換気 と C P A P に分けて頂いたほ う が よ る しいかな と思います。

○池ノ 上委員長 陽圧換気。 これは人工呼吸の中に気管挿管も入っているんですか。 別で

すか。

0 田村委員 恐 ら く ･ 今まではそ う してい‘ と思います。 人工嘲斑圃の中で、 人工呼吸
圏浅管挿淵ですから 、 藪しか‘のがない と 言欖“合い澱んo
o池ノ 上委員長 そ う ですれ だか ら 、 バ ッ グ&マス ク か陽圧換気だけで終わっ た症例 と

か、 胸骨圧迫まで必要 と した事例 と かと い う のは、 こ の中か ら は出て く る んですかね。 そ



れはでき勒、 気管挿管を必要れたもα覊と 。
○板橋委員 それぞれ重複します表れ

○池ノ 上委員長 重複します寿為 それはよ ろ しいですか。

○田亦･穆≦員 それは表があったほ う がいい と 思いますけれど も 。

○池ノ 上委員長 言湖面の立場で。

○田村委員 はい。

○池ノ 上委員長 バ ッ グだけで収ま った分と い う のは、 引 けば出て く る と い う こ と ですか

ね はい。 あ り が と う ございます。 では、 よ ろ しいですか。 では、 そ う い う こ と でお願い

します。

○魚冨澤委員 事例数が増えて く る こ と によ っ て必要になって く る新しい視点ですと か、 も

っ と深めていき たい視点が 、 今、 議論になっている と思います。 加えてガイ ドライ ンが新

し く なっ たので新たに こ う い う 視点も と い う 、 外部環境の変化も あ り ます。 ど う して第 1

回の報告書の分類から第 2 回の こ う い う 報告書の分類になったのか と い う こ と を書いて頂

く こ と も 、 読み手に と っ ては と て も大事な観点だと思 う ので、 ぜひそのあた り を少 し書い

て頂 く こ と をお願い したい と思います。

○池ノ 上委員長 文言の中にそ こ を入れてい く よ う にいた しま し ょ う か。

中々妊娠中か分娩中か分か り & こ く いか ら と い う のを入れていいですかね そ う い う 言葉

を。 も う ち ょ っ と 、 両方にまたが るために と か、 連続性と か、 そ う い う のが不明瞭だから

と か、 何かそんな上手な書き方を考える よ う に致 しま し ょ う 。 はい。 他はよ ろ しいですか。

あ り が と う ございます。

あ と 、 こ の表についてはいかがで し ょ う か。 何かこれについて。

○石渡委員長代理 ち ょ っ と教えて頂き たい と こ ろがあ り ま して 、 1 1ページの と こ ろの〆

, 。 イ テゼ、 夷 - “ - , , 、 これ,瀘Iですれ ‘ ト ロ “ こ と について･ 来年･ 学術
集会の と こ ろでち ‘ っ と話さ なき “いけなぃので、 こ “薹“分析の中では‘ ト 。 イ リ ‐
ゼを使ったのが.あった とい う 。



○澤田客員研究員 はい。 そ う です。

○石渡委員長代理 はい。 分か り ま した。

○池ノ 上委員長 他にはいかがで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。 他に今の石渡委員長代

理の よ う な確認事項と か、 ご質問はございませんか。 も しなければ、 次へ進みたい と 思い

ます。 ま た後で確認事項があ り ま した ら 、 おっ しゃっ て頂ければと 思います。

それでは、 主な原因のほ う に入って下 さい。

○事務局 (森脇) 事務局でございます。 本体資料のほ う そ こお戻 り 下 さ い。

(2) 脳'陳痺発症“主た る原因につい‘でございます。 今回“集計辺1と件数が増加
致しま したので、 再発防止を検討する う えで基礎データ と なる脳↑艶麻痺発症の主たる原因

を概観する取 り ま と めを行いま した。 これは再発防止の報告書の数量的 ･ 疫学的分析の冒

頭の と こ ろに掲載してはど う か と考えてお り ます。 それでは、 ご説明 させて頂き ます。

まず、 資料 3 のほ う を ご覧釘貢げますでし ょ う か。 資料 3 と 資料4 を並行しなが ら ご説明

させて頂き ます。

資料 3 のほ う を再発防止の報告書に こ の よ う な形で取 り ま と めを しては ど う か と考えて

お り ます。 資料 3 を取 り ま と め る に当 た り ま して 、 その考え方を資料4 にお示し致 してお

り ます。 まず、 資料4 のほ う を ご覧領其き なが ら説明 させて頂き たい と思います。 すみませ

ん、 前後 して。 資料4 でございます。

脳!陸林痺発症の主た る原因の考え方について。 I . 分析の 目 的です。 これは先ほ ど申 し

上げま した よ う ゐ こ 、 再発防止の報告書を基に脳!曲麻痺発症の原因について概観を取 り ま と

めたい と思→ てお り ます。 分析纖量薑です。 ‘れは先“ “資料の説明でも 申 し上げ
ま した よ う に 、 '“録分“圏も含んでお り ます。
m . 分析の方法でございます。 初めての試みでございますので、 原因分析報告書の ｢脳

′盤麻痺発症の原因｣ と い う 欄があ り ますが 、 その最後にま と め と い う と こ ろが ございます。

主にそ こ の内容を基に分類致しま した。

次に自営鞆痺発症の分類です。 分析絲の圏におけ･'茴鰊痺発症の原因は･ 主な も
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のは、 分娩開始前も し く は分娩中の胎児機能不全等 と 、 出生後の新生児の低酸素状態の二

つに分け られま したが 、 今回の につき ま しては、 分娩中 と分娩開始前の胎児機能不全

が全てで した。

脳↑車麻痺発症の原因については、 原因分奄斤報告書に記載されている内容を分類してお り

ます。 その分類の方法 と しま しては、 図 1 の分類の枠組みの と こ ろ を ご覧頂けますでし ょ

う か。 原因① と 、 原因②、 要因③、 と い う ふ う な形で分類致しま した。 今回は、 真ん中の

原因②について 、 主に病態な どにな り ますが、 そ こ を分類し集計致してお り ます。

なお、 原因②については、 さ ら にその要因であ る要因③を分析する こ と も今後は必要か

と い う ふ う を こ考えてお り ますが、 それは今後の課題と い う こ と で、 今回は原因②の部分に

焦点を当てた分類を致してお り ます。 続いて次のページをおめ く り 下 さ い。

2 番 目 、 脳↑型麻痺発症の主た る原因の抽出でございます。 原因分析報告書の記載の中に

は、 様々 な記述が ございますが 、 原則 と して表 1 に示 されている記載を基に脳性麻痺発症

の原因が明確であった も のを主た る原因 と い う ふ う に分類致しま した。

二つ 目 の○です。 次に 、 脳性麻痺発症の原因 と して 、 複数の原因が関与している事例 と

い う のを複数の要因 と して集計致しま した。

三つ 目 の0です。 原因分析報告書において、 脳′圏麻痺発症の原因が不明であ る 、 も し く

は特定困難であ る と記載 されている事例をかぎ括弧で囲ってお り ますが 、 ｢原因が明 らか

ではない/特定困難｣ と して集計致しま した。 これは、 原因分析委員会において専門家に

よ る分析を も っ て して も原因が特定でき なかった こ と が報告書に記載されている件数と い

う ふ 効こな り ます。

それか ら 四つ 目 の0です。 脳小型麻痺発症の原因について明確に胎児機能不全や胎児低酸

素の原因が記載されていなかった も のがございま したので、 それは ｢原因が明確である と
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する記載がない｣ と い う ふ う な形で集計致してお り ます。

yです。 脳性麻痺発症の原因についての分猴肝等に関する課題。 一つ 目 の0でございます。

こ の よ う な分析をする こ と が新たな知見を導 く と い う ふ う みこ考えてお り ますが、 以下の 1 )

~3) の課題があ る と い う ふ 効こ考えてお り ます。

1 ) ｢原因が明 らかではない/特定困難｣ な事例について 、 さ 域こそれを分類して集計し

てい く 。

2 ) ｢複数の要因｣ について、 さ 拭こ分類し集計してい く 。

3 ) 主た る原因ではないが、 何らかの形で脳↑生麻痺発症に関与している要因、 例えば胎児

の低酉能療、 糖尿病、 分娩遷延な ど、 図 1 の ｢要因③｣ の分類 される も のについて も検討す

る こ と が必要か と い う ふ 効こ考えてお り ます。

こ の よ う な考え方を踏ま えて取 り ま と め させて頂いたのが資料 3 でございます。 簡単莅こ
資料 3 の表を ご説明 させて頂き ます。

資料 3 の 2 ページ割こ 、 表 1 と い う こ と で脳↑型麻痺発症の主たる原因の結果をお示 し致

してお り ます。 原因に当た る部分は主に病態 と なっ てお り ますが、 太字で書いてあ る部分、

主た る願力ミ明 らかであ→たもα圈でございます。 複数“要因が主庭原因であ→た
も“力圏。 それか ら原因が明 らかではない/特定困難と された事例,圏。 原因が明 ら
かでぁる とする記載がない ものが圏と な り ます。 こ “ よ う な結果‘な‐てお り “す圏
形分数つい‘ ･“資料 ･ “お礼･ておはすが 資料 ･栓⑦分類だは う ‘分
類 したかをお示 し した資料と なっ てお り ます。

それか ら 、 資料 6 でございますが、 資料 6 は先ほ どの複数の要因が主たる原因 と なった

圃を抜き 出 ･“ も のぬ一‘お り ます。 いずれ“資料も 同は う な体裁 と な→ ておは
すが、 資料 6 の上に書いてある原因②、 要因⑧ と いっ た記載につき ま しては、 先ほ どの資

料4 の図 1 の原因②と 要因③と リ ンク してお り ます。

資料副わき まK国圏分“夷 “順番‘掲載致“てお り ます“で･ 最初“表 ' で
は常楜盤早期剥離が圏匡ってお り ますが、 資料 , 、 最初“圃が常位胎盤朗剥離、
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続いて子宮破裂と い う 順番になってお り ます。 こ の よ う な取 り ま と めにつき ま して、 先生

方のご意見等をお伺いできればと考えてお り ます。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。

実は、 前回の再発防止委員会の報告書は、 1 5例 と い う 極めて限られたケースで、 そのな

中かで特に これだけは伝えなければいけない と い う こ と を中心に取 り ま と めて報告書にま

と めたつ も り だったんですが、 色々 な と こ ろか ら 、 脳性麻痺原因が 、 こ んな心拍数の聴取

が足 り ない と か、 蘇生が不十分だ と かい う のがあたかも原因の よ う な報告書になっ ている

のではないか と 。 よ く 読んで頂 く と そ こ は分かるんですけれども 、 パ ッ と読まれた方には

そ う い う 誤解がずいぶん世間には出ていた よ う で、 そ う い う 報告書はよ く ないん じゃ ない

か と い う 、 私委員長にルーめた く さ んまい り ま し‘それでやっ と■と ま あまあ“
事例数が集ま ってまい り ま したので、 何 と かこれか ら は原因分析と い う 作業ができ る ので

はないか。 前回は原因分析は していませんで、 こ う い う こ と は気をつけて下 さ い と い う 観

点か ら報告書を出 したつも り だったんですけれども 、 ち ょ っ と 私の文章のま と め方が不十

分だったかも しれません。

そ う い う こ と で、 今回か ら初めて こ う い う脳小堕麻痺発症の主たる原因に関係する よ う な

も のは何だろ う か と い う こ と を 、 委員の先生方に原因分析委員会の報告を基に再発防止 と

い う 観点か ら ご議論頂 く と い う こ と に致 します。 その議論して頂 く 手順 と して、 事務局の

ほ う でま と めて頂き ま した こ う い う ステ ップで議論してい く と い う のではいかがだろ う か

と い う こ と でご提案させて頂 く と い う こ と でございます。 個々 の一つ一つの事例 と か内容

については、 今 日 、 初めてお 目 にかける わけで、 ち ょ っ と 先生方も う 少 し時間を必要 と さ

れる と思いますけれども 、 こ の方法、 ステ ップ と してはいかがで し ょ う か。 何かご質問 と

かご意見がございま した らお伺い したい と思います。

○板橋委員 やは り 、 主た る原因が一つであれ複数であれ、 それが純然と真ん中に存在す

る と して も 、 誘因があった り と い う こ と はそれぞれあ るわけですね。 それが明確に伝わ ら

ない と 、 原因ばっか り ク ロ ーズア ップされる けれ ども 、 その背景だった り 、 あ るいはそれ
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が原因でその後の要因、 例えば蘇生が遅かった り と か、 N I C Uへの転送が遅かった り と

か、 そ う いっ たこ と も 出て く る わけですれ 単なる コ アにな る原因だけを リ ス ト ア ッ プ さ

れて片づけ られて しま う と 、 その よ う な背景に対する対策がなおざ り になっ て しま う 可能

性があ り ます。 分か り やすさ は必要ですが 、 そのあた り も配慮な しで提言はでき ない と思

いますので、 これを原因①、 ② と か と い う 分け方よ り 、 主たる原因 と か誘因 と 力纜悪げヒ因子

と か、 何かそ う い う 区分のほ う がすご く 分か り やすいかな と い う ふ う に思いま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 ま さ る こおっ しゃ る通 り で、 こ の後、 さ っ き ち ょ

っ と 僕 1 時間ほ どタイ ムテーブルを間違ったんですけれども 、 吸引分娩について議論する

と き に 、 吸引分娩その も のが悪いかの よ う な印象が持たれて しま う 。 実際は吸引分娩を し

なければいけないその背景があった と か、 流れが ど う であったかと い う こ と が 、 そ こ ま で

併せて評価しない と 中々難しいだろ う と い う ふ う な こ と があ り ますので、 確かに先生がお

っ しゃ った よ う に 、 流れ と いいますか、 その時間的な要素 と い う のを ど う組み込むか と い

う 、 非常に重要な問題だと思います。 いかがで し ょ う 。

○石渡委員長代理 大枠を決め る と き には、 今の このステ ップの分類の枠組みでいいと思

う んですが、 個々 のテーマになった場合、 今回 も吸引分娩って入ってき ますけれども 、 そ

こ の と こ ろで板橋委員の言われる と こ ろを十分盛 り 込めばいいのではないかと思います。

全ての原因についてやってい く と 、 それこそま と ま っ ていかないん じゃ ないかな と い う 気

もするんですけれども 。

それ と も う 一つは、 枠組みの中の 1 ページ 目 ですけれ ども 、 原因① と い う と こ ろで、 こ

こ に今はっ き り しない部分があ り ますが 、 胎生期 と い う の も一つの枠 と して原因①に入れ

ておかれる と いいん じゃないかと思 う んですが。

その一つは、 例えば代謝異常であ る と か、 あ る いは染色体である と か、 あ る いは他に こ

れか ら分かって く る 、 例えば脳 ･ 血管障害である と か、 そ う い う も の も胎生期が関係する

のがあ り ますので、 事例が増えて く れば、 こ の胎生期もかな り の枠が出て く る ん じゃ ない

かと思 う んですね。
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○池ノ 上委員長 それについては、 リ クルー ト .する段階で評価 されているんですか。 例え

ば先天異常である と か、 リ クルー ト っ て 、 最初の受付の段階で。

○上田理事 審査の基準に、 出生体重2 , 000g と在胎週数33週の基準 と 、 重症度、 も う 一つ

は除外基準があ り ます。 例えば脳奇形があって、 明 ら かに脳奇形によ る重度の運藝動障害で

あ る場合は除外 と なってお り ます。

ただ し 、 脳奇形はあ る けれども 、 それが重度の運動障害である と 明 ら かであ る と は言え

ない場合は、 補償対象に しています。 審査委員会では原因分析まで行っていませんので、

原因分析委員会で原因分析を行います と 、 分娩には原因がない と い う 報告書がま と め られ

る可能性も あ り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今の石渡委員長代理がおっ しゃ った よ う な こ と

をやっ ぱ り 併せて幾つかの要素が重なった と き の一つ と して 、 先天的な も の も入って く る

と い う 要素が も しこ こ に入って く れば、 それはちゃん と記載する と い う こ と ですれ

○石渡委員長代理 それは 2 ページ 目 の脳性麻痺発症の主たる原因の と こ ろで、 特定困難

であ る と か、 原因が明 らかでない と か、 こ の よ う な と こ ろがいずれこの胎生期に弱いん じ

ゃないか と い う のが分かって く る と思 う んですね。 ですか ら 、 項 目 立て と して、 原因①の

中に胎生期 と 、 分娩開始 ･ 分娩中、 それと 出生後 と 、 こ の三つに分けておいたほ う がいい

のではないか と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今の件に関 しま していかがですか。

0川端委員 今 と 同 じ 2 ページの表なんですが 、 まだ無理なのかも しれませんが 、 パーセ

ンテージで表して頂き たいな と 。 数で表すと こ ろ と 、 も う 一つはパーセンテージですね

この表を見る と 、 事例数が少ないので今見る に耐え られる のかも しれませんが、 増えてい

った と き に 、 本当 にこ の分析を し よ う と思えば、 やっぱ り パーセンテージだ と い う ふ 効こ

思います。

それか ら 、 主たる原因が幾つか出ていますけれども 、 それぞれの項副こついて、 その原

因 と い う ふ う に階層を深めてい く 必要がある だろ う と思います。 そ う する と 、 例えば常位
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胎盤醐剥離週鬮あく なぜ常働盤朝剥離'ぬ劾き、 う 分れない‘ ' ㈱'
その予防策に結びつかないので、 患者背景を どん どん深めてい く と か、 それから子宮破裂

の よ う な事例については、 それがなぜ子宮破裂になったのかと い う 分析を深めてい く と い

う 作業が必要だと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 確かにおっ しゃ る通 り 、 こ の表面的に出

てきた結果だけを見る と 、 その こ と が大変だ と い う こ と にな り ますけれども 、 実はその前

に、 例えば今の常イ湖能麓早期剥離であ り ます と 、 あ る程度の割合は妊娠高血圧症候群がそ

の前にあった と か、 あ る いは外傷があった と か と い う よ う な こ と が恐 ら く 出て く る だろ う

と 。 そ う いったこ と が分かる よ う な体制で見てい く 必要があるだろ う と い う こ と だ と思い

ますけれども 、 そ う い う のは原因分析委員会のほ う の報告には一応出て く る こ と 凌 こなっ て

いますよ ン為 出ていますよれ では、 そ う いっ た こ と も含めなが ら再発防止 と い う こ と で。

常イ湖富盤早期剥離を防止 しな さい と い う のは難 しいけれども 、 女戟辰高血圧症候群を早Gこ

発見し介入しな さ い と い う こ と だっ た ら 、 再発防止の観点か らは言える こ と になる だろ う

と 思います。

○ 田本･接辞員 先ほ どの板橋委員 と川端委員のご意見を両方併せたよ う な考え方ですけれど

も 、 こ う い う 全事例の主た る原因を分ける と い う 分け方は、 も ち ろん原因分析委員会のお

仕事 と しては非常に大事だと思 う んです為 それか ら 、 我々 も再発防止 と い う 観点か ら 、

取っかか り と して こ う い う 形でま と めて攻めてい く と い う の も大事だと思います。 しか し

それ と併せて、 例え るまこ の資料 1 の集計結果なんかも 、 せっか く 事例がだんだんこれだけ

た く さ ん集ま ってき たので、 例えば曜 日別件数と か出生時間別件数と か、 今の と こ ろ余 り

大き な偏 り はないよ う に見えますけれども 、 これについて も 、 こ う い う 問題に至 ら なかっ

たお産の件数の曜 日別や出生時間別に分類した統計資料が産科医会 と か産科婦人科学会で

あ る よ う で した ら 、 そのパーセンテージと照 ら し合わせてみる と 、 偏 り と して例えば 日 曜

日 に発生 しやすい と か、 時間帯 と して どの時間帯に発生しやすい と い う よ う な こ と が分か

るかも知れません。 それが魔の時間、 魔の曜 日 と い う こ と で、 再発防止委員会 と しては、
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その機序を解明 して予防策を出すと い う よ う な こ と も 出来るから思います。 も ち ろん、 こ

の原因分類か ら攻める と い う 分析方法も重要ですが 、 せっか く 事例が どんどんたま っ てき

たので、 ぜひこ ち ら の資料のほ う も上がってき た事例の分布だけ じゃな く て 、 問題が起き

なかったお産に関する統計結果について も併せて出 して頂け る と いい と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 事務局、 いかがですか。 今の ご提案です

けれども。

。上.理事 今回瑁Iですけれどもぬが幾つ るむ‐た らそ“ よ う な統計的な こ と が言
え るか と い う こ と と 、 ま た 、 以前か ら小林委員か ら も ご指摘があ り ますよ う み こ 、 いわゆる

コ ン ト ロ ール群と の比較ですと か、 そ う いっ た色々 な要因についてま と めてい く こ と が大

事だと思います。 これか らだんだん n が増えてき ま した ら 、 ご指摘の よ う に 、 必要なテー

マについては分析してい く 必要がある と 思っ てお り ます。

○池ノ 上委員長 コ ン ト ロ ールにな り そ う なデーター と い う のは 日 本中全部をま と めては

いないんですけれども 、 産科婦人科学会 と か周産期委員会 と か色々 な と こ ろか ら幾つか出

ている よ う で したが、 いかがですかね 前に何か調べて も ら っ たん じゃなかったで したっ

け。

○事務局 (森脇) 以前調べた ものは、 産科学会の周産期登録事業 と い う のが ございます。

それが、 多分、 日 本の中で一番信頼性 と かが高いデータ なんじゃないか と い う こ と で、 一

応コ ン ト ロ ールまではいかなかった と して も 、 参考 と して載せよ う か と い う ふ う な こ と を

委員会のほ う でご審議頂き ま した。 ですが、 周産期登録事業ですので、 周産期の病院ばか

り がほ と ん どで、 一般の診療所のデータが入ってきていない とい う その偏 り があ る こ と か

ら 、 前回第 1 回の報告書ではそのデータ を掲載しない と い う よ う な判断になって 、 国民衛

生の動向に記載されてい る 、 限 り な く 近い表を載せてお り ます。

ですから 、 先ほ ど田村委員か ら ご意見があ り ま したよ う に 、 曜 日 別 と かそ う いっ た も の

は全ての情報が ございますので、 昨年 と 同 じよ う も こ国民衛生の動向から抜粋してきたも の

は載せよ う と思っていますが、 個別の産科合併症であ る と か、 診療に特化した内容になっ
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てき ます と 、 中々難しいこ と が ございます。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 な るべ く そ う い う 方向で再発防止 と い う

観点か ら 、 体制の問題 と い う のは重要な問題ですので、 検討を続けてい く と い う こ と み こ。

○隈本委員 この分類その も のは、 表 1 を見ます と 、 ほ と ん ど何か医学的な状態の表現が

た く さ ん並んでいる 中に、 吸引分娩が 1 個だけ入っている と い う のは何かすご く 違和感が

あ るんです。 これは医学的手技の問題であって、 患者さ んが ど う なった と か子宮が ど う な

った と い う こ と が書いてあ る 、 ず ら っ と 並んでいる 中で、 吸引分娩 と い う のは医者が何を

やった と い う と こ ろだけ入っている 。 資料 3 の表 1 なんですけれども 。

要する に 、 再発防止委員会ですか ら 、 本来な ら 、 こ う しなければな ら なかった と い う も

のを見つけ出す と い う 、 そ う い う 我々 の 目 的があ るわけで、 それが何と な く 医者のあ ら探

しなん じゃ ないかと い う ふ う に思われている部分があ り 、 多分、 池ノ 上委員長の と こ ろに

批判が来たかと思 う んですけれど も 、 僕はその批判を した先生の気持ち も よ く 分か り ます

が、 しか し 、 我々 の 目 的はお医者さ んのあ ら探 しではな く て 、 若いお医者さ んが これから

やる に当たって こ う い う こ と “ま しないほ う がいい と か、 こ う い う と き に早 く 気がついたほ

う がいい と い う 、 その大事な ヒ ン ト を我々 が何と か抽出 して 、 こ の事故事例 と い う か、 脳

性麻痺事例か ら見出 して後輩に教えてあげる と い う のが ｢再発防止に関する報告書｣ の 目

的なわけです長鸚

と い う こ と は 、 何を したのか と カ ギ可のサイ ンがあったのか と い う こ と が 、 実は再発防止

のために役立つ情報であって、 結局、 最終的に子宮が破裂しま した と か、 最終的に息がで

き な く て脳がだめにな り ま した と い う のは、 幾 ら分類して も その再発防止に直接はつなが

ら ないと思 う んです。 ただ、 こ う い う 分類をする こ と は僕はいいと思 う んです。

そ う する と 、 こ こ の 中で言 う と 、 吸引分娩 と い う のは、 と て も浮いている 。 つま り 、 こ

れはあ く まで脳↑聾麻痺発症の主たる 医学的要因 と か医学的原因 と い う ふ う に分けるべき話

であって、 これは表のタイ トルが違 う ん じゃ ないかと思 う んですれ 原因 と 呼んでもいい

んですけれども 、 あ く ま で医学的な患者さ んの状態を示 してい る も ので、 なぜそ う なった

18



のカ コ。

例えば、 こ の吸引分娩だった ら 、 20分ルールに違反 して23回やった こ と が何らかの医学

的状況を生んで、 胎児に と っ て新生児に と っ ての変な状況を生んで しま って脳↑型麻痺にな

った と い う 話なのであって 、 吸引分娩が何か医学的状態を表 しているわけ じゃないですよ

ね。

と する と 、 吸引分娩 と い う のは、 こ こ はおか しいので外して も ら う う え、 こ のタイ トル

をあ く ま で医学的要因 と か医学的原因 と分けておいて 、 しか しそれに至った状況みたいな

も のはまた別の分類表をつ く って頂 く 。 そっ ちのほ う も参考に して も ら う と い う よ う に し

ない と 、 これで分類したか ら 、 じや あ子宮内感染があ る ので子宮内感染をな く したほ う が

いいよね と い う 話じゃ ないですよね。 子宮内感染の兆候を早 く 見つけて、 必要な ら早期に

分娩する な り イ可 ら かの抗菌剤を投与する な り と い う こ と が再発防止なんですか ら 、 そ う い

う 意味では、 こ の原因を分析する こ と も大事ですけれども 、 次のステ ップがあ る と い う こ

と をぜひ考えて頂きたいので、 ぜひと も こ こ は原因 と言わずに、 医学的原因 と か と言って

ほ しいな と 思います。

○石渡委員長代理 今、 隈本委員の言われた こ と は、 再発防止 と い う観点か らは非常に重

要な こ と かと思いますけれども 、 いわゆる医療行為の原因 と い う ふ う に も っ ていった場合

には、 それをやったこ と が本当に脳!曲麻痺の原因になっているか ど う か分か ら ないか ら 、

こ こ の場合の この分類の仕方は、 確かに病態を表 している ので、 吸引分娩だけ、 これは手

技ですか ら 、 やっぱ り 違和感があ る ので削ればいいと思 う んですが、 隈本委員の言われた、

その再発防止につなが る よ う な医療行為について ど う の こ う の と い う こ と は 、 これはち ょ

っ と ま と め方が難しい と思 う んです。 ですか ら 、 各テーマご と と い う のがあ り ますか ら 、

そ こ で言及すればいいん じゃ ないかと思いますけれども 。

○隈本委員 その通 り です。 だか ら 、 テーマ ご と の分析と い う のは、 ま さ に早 く 気がつ く

と か、 こ う い う こ と をや ら ない と か、 そ う い う こ と につなが る ので、 テーマ ご と の分析が

非常に充実していれば、 それで僕はいいと思います。
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だから 、 こ こ で原因 と して集計をする のには、 これはあ く ま で医学的な と か、 病態的な

と か、 よ く 言葉は分か り ませんが 、 要する に、 脳↑型麻痺になった原因 じゃないです。 脳性

麻痺児になった医学的原因だと思 う んですけれども 、 ど う で し ょ う か。

○池ノ 上委員長 資料 3 の 2 ページの吸引分娩、 表 1 ですね。 これは帽状腱膜下血腫と い

う 病態が児のシ ョ ッ ク を引 き起こ して 、 その結果が脳障害につながった と 。 その背景に吸

引分娩が行われていた と い う こ と だろ う と思 う んですけれども 、 ですか ら 、 今の先生のご

意見から行 く と 、 こ の幅状腱膜下血腫と い う こ と で病態を表して、 次も蓚蜘莫児 と い う 病態

で、 それが車中の墜落分娩 と い う のが背景にあ る と い う 、 同 じ よ う な こ と る こな る んだと思

います。

ま 割こおっ しゃ っ た よ う に 、 これは どち らか と い う と 、 吸引分娩後の幅状腱膜下血腫が

生じたケースであ る と い う こ と で、 しか し 、 今度は後で吸引分娩について議論する こ と に

なっ ている のは、 これはまた別の意味ですれ プラ ク ティ ス と して実際に吸引分娩をやる

と き に ど う い う こ と " こ気をつけなが らや ら ない と いけないか と い う議論になるんだ と思い

ます。 こ こ の表 1 の中の吸引分娩 と は、 ち ょ っ と 違 う ニュ ア ンスだと思います。

○隈本委員 そ う なんです。 だか ら 、 こ の吸引分娩が こ こ 々 こ入っている のがち ょ っ と違和

感がある し 、 主た る原因 と い う ふ う に言われて集計されて しま う の も 、 ち ょ っ と 気になっ

ていて、 それは医学的要因 と かい う ふ う にな り ませんかね と い う ご相談です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

○ 田村委員 今隈本委員のおっ しゃ っ ている のは、 複数の要因が主た る原因の と こ ろの吸

引分娩の こ と を指 してお られるのではないかと思いますが、 そ う ですよね ? そ こ の と こ ろ

に一つだけ吸引分娩 と い う こ と が入っている のが 、 こ の分類の仕方か らい く と 、 ち ょ っ と

おかしいのではないか。

○隈本委員 そ う です。 そ う です。 医療的手技は入っていて。

○池ノ 上委員長 だか ら 、 吸引分娩も入れる と すれば、 幅状睫膜下血腫 (吸引分娩) と い

う ふ う に 、 説明的にそち ら が後に く ればいいわけですよ メ姦 も し吸引分娩を入れる とすれ
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ば。

○ 田村委員 いや、 その ｢重複あ り ｣ の と こ ろ に 、 胎盤機能不全の下に ｢吸引分娩｣ と い

う 項 目 が 1 項 目 わ ざわざ独立してあ る のがおか しい と い う ふ 効こ隈本委員はおっ しゃ って

いる んだろ う と 思いますけれども 。

○隈本委員 う ん。 違和感があ る 。

○池ノ 上委員長 ああ、 そ う ですか。

○隈本委員 そ う です。 そ う です。 そ う なんです。 要する る こ 、 他は全部症状の名前であっ

た り 病態を言っているのに、 吸引分娩だけが医療的手技を言っている ので、 こ こ は分類表

がおかしいん じゃないですかと い う こ と と 、 これはあ く ま で病態を言っ ている のであって 、

それに至った、 あ るいはそれが早期に発見でき なかったために脳′圏麻痺になるわけですけ

れど も 、 それはまた別途テーマごと の分析に よ っ て、 本当はこ う い う こ と を しま し ょ う と

か、 こ う い う こ と を しない よ う に しま し ょ う と い う こ と が分かる と い う のが 、 こ の報告書

のいい と こ ろなので、 ぜひ と もそ こ はやって頂きたい と い う こ と で、 分類はこ う い う ふ う

に変えてみた ら ど う で し ょ う 。 医学的分類と か。

○池ノ 上委員長 重複あ り の と こ ろの吸引分娩。

○隈本委員 そ う です。 こ こ に吸引分娩が入っている 。

○上■理事 資料 ･ “見て頂き たいんですけれども 、 資料 . α楜の.であ ' ます。
原因について、 先ほ どお話し しま した よ う に 、 こ う い う こ と が考え られる 、 断定する 、 可

能性が高い、 あ るいはこ う い う こ と が否定でき ない と か、 色々 な記述があ り ます。 そ こ で、

私 ども 、 原因に関 して明 らかであ る と い う こ と 々こ近い記載を整理致しま した。 それを並べ

てみます と 、 圏では第-塘帯がこれこれ と い う こ と と ･ 第ヱの “' ''堀出法 と
吸引分娩に よ る これこれと 、 こ の よ う に書かれていま したので、 これをそのま ま整理する

こ と み こ致しま した。

否定でき ない と かではな く て 、 あ く までも 明 らかであ る と い う こ と に近い よ う な記載を

それぞれ整理する と 、 こ こ は第一にこれ、 第二に これですので、 複数の要因 と考えて 、 複
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数 と しては臍帯因子と 、 吸引分娩 と ク リ ステ レル児狂土出法の併用 と い う 形に整理を してい

ます。

ですか ら 、 こ の こ と & こついて先生方のご意見があれば、 検討したい と思いますが、 我々

の整理の仕方と しては、 今、 申 し上げた よ う な形で報告書に記載された文言を一つずつチ

ェ ッ ク して 、 こ の よ う を こ表に整理してみま した。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 少 し こ こ は病態 と 手技 と が混在する と い

う こ と ですので、 複数の要因 と して絡み方、 複数の要因 と なる と そ う い う のが出てき ます

ね。 病態その もの と 、 それにかぶせて何カキテわれた手技と で、 併せて病状が悪く なった と

い う こ と がですね。 しか し 、 も し こ こでやる な ら 、 臍帯圧迫と か、 そ う い う こ と が出て く

る のかも しれませんれ

。隈本委員 も し こ の圏だとすを 、 例ねま児頭刺激に よ ･副交感申経謝は･胎児
徐脈が原因なんで し ょ う え為 だか ら 、 も し こ の上の分類と 同 じ よ う な レベルで合わせる と

した ら 、 何 ら かの胎児徐脈ですよ ス窺 だか ら 、 要する に 、 医学的な状況みたいな ものを分

類しま した よ と 。 あ く までこ の表は医学的な状況だけですよ と 。 なぜそれが起こ ったのか

と か、 なぜそれが見逃されたのか と い う こ と 及 こついては、 ま た別途再発防止のためのテー

マ ご と の分析でや り ますと い う こ と で言えば、 こ こ に吸引分娩は入れな く て もいいのでは

と い う 。 徐脈と か、 胎児徐脈と か入れる 。

○池ノ 上委員長 臍帯プロ ブ レム と い う か、 臍帯が問題であって、 こ こ に。

○隈本委員 いや、 これは臍帯因子プラ ス副交感神経鞄反射、 児頭刺激を したために徐脈が

起こ ったん じゃないか と い う ふ 引こ先生方は分類されているので、 これで言えば、 何らか

の原因に よ る胎児徐脈と しか言えないので、 吸引分娩 じゃな く て胎児徐脈なん じゃ ないで

し ょ う か。 ど う で し ょ う 。

○藤森委員 多分、 これは臍帯脱出以外の臍帯因子の と こ ろに も き っ と入っているんです

よれ

○事務局 (森脇) 入っ ています。
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○藤森委員 ですよね。 確かに吸引分娩、 僕も単独でこ こ に出て く る のはおかしいと思 う

んですけれど も 、 項 目 と して 、 吸引分娩 と か副交感神経に よ る胎児徐脈と入れる のは、 例

えば常f湖富盤早期剥離でも他の も のであって も 、 最終的には全部徐脈になっている と思 う

んですよれ

○隈本委員 ああ 、 それはそ う か。 そ う か。

○藤森委員 なので、 項 目 と して胎児徐脈と い う のを入れる のは、 ち ょ っ と ふ さ わ し く な

いよ う な。

0隈本委員 そ う か。 他もそ う ですれ 最終的には徐脈ですね。

○藤森委員 臍帯脱出以外の臍帯因子の と こ ろに入っている のであれば、 それでいいんじ

ゃないで し ょ う か。

○隈本委員 う ん、 そ う ですね。 確かに。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ あ り が と う ございます。 やっ ぱ り 臍帯の問題が一番大き く

根底にあって徐脈が起こ った と 、 これを類推される と 書いてあ り ますけれども 、 それで吸

引 をかけた ら ますますひど く なっ た と い う 病態で予後が悪かった と い う 、 そ う い う こ と で

し ょ う え為 そ う する と 、 臍帯の問題と い う こ と で分類してお く 。 それで、 吸引 もそ う い う

こ と がある ので気をつけま し ょ う と い う こ と にな るだろ う と思います。

○石渡委員長代理 ですか ら 、 吸引 を取っ ちゃ えは九 ･いん じゃないですか。 臍帯の と こ ろ

のlをlに し‘o
o池ノ 上委員長 そ う ですれ 臍帯脱出以外の臍帯因子。 あ り が と う ございま した。

○上田理事 ただ、 こ の再発防止委員会では、 原因分析報告書を基に分析します。 そ う し

ます と 、 原因分析報告書に 、 今の■‘つい‘はこのよ う に第一につい窺麟が圧迫、
第二に今の こ と が記載されています。 そ う する と 、 やっ ぱ り 要因 と しては、 複数の要因 と

考え られます。 そ して分類する と 、 臍帯 と 吸引分娩 と整理されます。

先ほ ど申 し上げま した よ う に 、 吸引分娩については他の事例でも色々 と 関与 した記載が

あ り ますが 、 否定でき ない と か、 原因の明 らか割こは表現に少 し差があ り ま して 、 私ども
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は、 原因についてまず概観する と い う こ と で、 明 らかな と い う と こ ろで整理しま した。

先ほ ど、 板橋委員か ら のご意見の通 り 、 も っ と 色々 な関連があ り ますか ら 、 さ ら なる検

討と してはその よ う な関連について も分析しな く てはいけない と思いますが 、 今回全て行

う と い う こ と にな り ます と 、 大変な作業にな り ますので、 まずは明 らかであ る と記載 され

た ものか ら発症の原因に関 して概観する と い う 形で今回整理致しま した。 ですか ら 、 そ こ

は誤解がないよ う 毛 こ 、 これが全てではないわけですか ら 、 その辺をき ちん と記載したい と

思います。

ただ、 整理の仕方と しては、 こ の よ う な整理になっていますので、 こ こ を ど う するかで

すが。

○隈本委員 じゃあ、 妥協案と して 、 ｢児頭刺激によ る副交感神経反射によ る胎児徐脈｣

と 書いた ら ど う で し ょ う か。

○池ノ 上委員長 でも 、 副交感神経反射だけで脳障害 と い う のはち ょ っ と無理があ り そ う

で、 やっ ぱ り それは臍帯の血行障害。 だか ら 、 藤森委員が言われる よ う に 、 臍帯は脱出は

していないんだけれど も 、 子宮の中で分娩の経過 と と も に圧迫が起こ った と い う こ と じゃ

ないか と 。

｢胎児徐脈になった と推測 され｣ と い う のは、 これは吸引する前に も徐脈があるんです

か。 それ と も吸引 を始めてから初めて徐脈になったんですか。

○澤田客員研究員 吸引する前か ら。

○池ノ 上委員長 あ る んですね。 それな ら も と も と コ ー ドプロ ブ レムスで、 コー ドの問題、

臍帯の因子があって、 それでだんだんだんだん悪 く な る か ら 出 しま し ょ う と い う こ と で吸

引 した ら 、 それに副交感神経鞄反射も重なって、 そ して徐脈になった と 。 ですか ら 、 一義的

には、 臍帯の血行障害が分娩中に起 こ った と い う こ と のほ う が理解しやすいよ う な気が し

ますけれどもね。 いかがですか、 藤木委員。

○藤森委員 も し ど う して も吸引分娩を入れたい と い う こ と であれば、 先ほ ど隈本委員 も

おっ しゃ っ ていま した よ う に、 原因 じゃな く て 、 誘因ですよ メ為 主な原因ではな く て 、 何
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か原因があった と こ ろ に 、 そ こ にプラ ス吸引分娩したので、 その帽状腱膜下血腫なんかも

そ う かも しれませんけれども 、 吸引する こ と が直接的な原因 じゃな く て 、 それが誘因 と な

って何かし ら の病態を起こ したがために C P みこな った と い う 意味ですか ら 、 やっ ぱ り 原因

ではな く て誘因であればいい者沈思いますけれども 。 原因 と い う のは、 ち ょ っ と 不 自然な

感 じが しますけれども 。

○池ノ 上委員長 そ う だと思いますね。

○板橋委員 結局、 複数の要因が 、 主たる原因 と い う と こ ろに組み合わせが書いていない

ので、 分か り " こ く いんですれ ただ、 重複 した ものの数だけ書いてある ので、 恐 ら く 幾つ

かの固ま り “ こな る んだろ う と思 う んですが、 その組み合わせが分かれば、 余 り こ う い う デ

ィ スカ ッ シ ョ ンがな く なるん じゃ ないかな と い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 はい。 いかがですか。 吸引 を絶対こ こ に残 さ ない と いけない と い う わけ

じゃ ないんで し ょ う 。

○上田理事 私が申 し上げたのは、 原因分析報告書をそのま ま整理させて頂いた と い う こ

と です。 ですか ら 、 ど う して も吸引分娩を書 く と い う こ と でな く て 、 原因分析報告書のま

と め をそのま ま整蟹田目する と こ の よ う にな り ま した。 こ の よ う な考え方で統一的に整理しま

した。

○池上委員長 こ“資料 ･ の “ ページの■でも 、 複数の要因で、 臍帯因子 と 吸引 と い
う ふ う に両方 と も挙げてあ る んですね。 今、 どっ ちが先か と い う 議論ですよ 又為 ですか ら 、

臍帯が血行障害を起こ しやすい状況にあって、 中々遷延 したんですかれ これ、 お産があ

って、 中々生まれなかったんですか。 そ う でも ないんですか。 分娩が長 く かかっていた と

い う わけ じゃないんですか。 分娩第二期が長い。

○澤田客員研究員 記載はなかったので、 ち ょ っ と長いかど う カメ分か ら ないんですけれど

も 。 ま と めの と こ ろの記載にはなかったです。

○隈本委員 これは のケースなので、 が ご存 じかと 。

○上田理事 こ ち ら にあ り ます。 2 、 斜こ。
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○隈本委員 だか ら 、 多分、 原因分析の実情か ら言 う と 、 本当 によ く 分から ないが 、 これ

と これが主な原因だろ う と い う と き に 、 ち ょ っ と 一つの原因 と は言いがたいかも しれない

か ら と か、 普通重複している こ と はあ る よね、 と い う ふ う に書いた り する の も ある ので、
き んかぎ よ く じ よ う

余 り 金科 玉条の よ う る こ分類 した ら こ う なる ので と い う ふ う じ こ しな く て もいい。

ただ、 そ こ に事務局の裁量が入 り 過ぎる と 困 る と い う よ う な こ と があ る と思 う んですけ

れども 、 そ う い う 意味では、 こ こ はち ょ っ と何かそ ぐわない気がする ので、 そ こ はも う 池

ノ 上委員長の判断でいいん じゃ ないですかね

○池ノ上委員長 病態論的に言 う と 、 そ もそ もそ こ に存在する何らかの病態があっ て、 そ

こ に手技が重なって、 結果になって く る と 。 その手技も 、 う ま く い く と き がほ と ん どなん

ですけれども 、 う ま く いかない と き はそ う い う こ と が起こ っ て く る と い う 、 プロ スベクテ

ィ ブにその と き の見解を求め られる と 、 非常に難 しいん じゃ ないかな と思 う んですけ どね。

ですから 、 吸引が原因 と言 う には、 何も な く て 、 臍帯パターン と か、 そ う い う Var 1 ab 1 e

dec e 1 erat 1 on と か、 何も 出ていな く て分娩が遷延 して、 二期が も う これ以上遷延するの

を帝王切開 し よ う か吸引 し よ う か と かいって吸引 した ら 、 そ こ から徐脈が起こ っ て しま っ

て 、 結局、 遷延徐脈になっ ちや っ た と い う んだった ら 、 吸引 と い う こ と ね こな る と思 う んで

すけれども 、 これはも と も と るまそ う い う 徐脈が起こ っ ていたんですれ

○石渡委員長代理 分娩も遷延 している んです長息 陣痛も微弱なんで し ょ う え鸚 最後に

徐脈が出てき たので吸引 をやっている と 、 こ う い う 事例です。

0池ノ 上委員長 そ う ですね じやあ、 これは上のほ う へず らす。 その他の臍帯因子、 こ

の表 1 では。

○石渡委員長代理 主た る原因の と こ ろの その他α酷因子壗を島“て、 それか ら
重複あ り と い う と こ ろの、 こ の吸引分娩を消 しちゃ えばいい。 これが-番いいかな と思い

ます。

○池ノ 上委員長 それでよ ろ しいですか。 はい。 よ ろ しいですね

○事務局 (森脇) 吸引分娩の と こ ろだけ取る と い う こ と でよ ろ しいですか。
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○池ノ 上委員長 その他の臍帯因子。

○事務局 (森脇) 先ほ どのお話です と 、 病態のみに したほ う が こ こ の表はいい と い う こ

と でございま したので、 主たる原因の と こ ろの吸引分娩によ る幅状腱膜下血腫は帽状腱膜

下血自重 その下の二つ も 、 事務局 と しま しては被膜児だけで脳↑鞄麻痺になる のはち ょ っ と

考えに く い と い う こ と で、 こ の よ う な記載に してお り ます。

○池ノ 上委員長 ごめんな さい。 それはち ょ っ と僕が勘違い しま して、 吸引分娩が議論に

なったのはこ こだと思ったんですけれども 、 これは病態 と手技 と が説明的に入っています

か ら 、 これは入れて もいいん じゃないですか。 だか ら 、 僕は後ろに括弧をつけて と 、 変な

こ と を言ったんですけれど も 、 分か り やすいので、 これでよ ろ しい と思います。 隈本委員、

よ ろ しいですか。 こ っ ち 、 上のほ う は。

○隈本委員 はい。 いい と思います。 最終的には医学的な状況を言っている ので。

○池ノ 上委員長 言っているか ら 。 はい。 じや あ 、 その よ う に致しま し ょ う 。 よ ろ しいで

すか。 はい。 あ り が と う ございま した。 他には何か。

○魚冨澤筆委員 話が元に戻って申 し訳ないのですが、 資料4 のm . 分析方法の 1 . 脳↑型麻痺

の原因の分類の文章ですが 、 ｢分析対象におけ る脳↑型麻痺の原因は…… 2 つに大別 される

(図 1 の原因①) ｣ 。 その後、 文章が 4行ほ ど続いて 、 ｢ と いっ た内容で原因分析報告書

に記載されている 。 今回は、 原因を概観するために、 図 1 に示す原因②を分類し集計し

た｣ と あ る のですが、 原因②が ど う い う も のなのか と い う 記載が こ こ にないので、 ポーン

と飛んだ感じ るこな る んです為

ですので、 ｢今回は、 脳↑堕麻痺発症の原因を概観する ために、 報告書に記載 されていた

主たる原因について分類、 集計 した (図 1 の原因②) ｣ に して頂 く と 、 全体の流れが分か

って、 何を見よ う と している のかが分か り やす く なる と思います。

加えて言 う な ら ば、 原因①、 原因②、 要因③ と あ り ますけれども 、 要因③ と い う の を見

る と 、 何だか要因①②がある よ う な感 じ も しないわけではな く て 、 こ こ にはも う 要因だけ

書いて頂 く だけでも文章はつなが る のではないか。 こ のあた り を も う ち ょ っ と 分か り やす
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く 言葉を整理して頂 く と 、 よ り イ可を これか ら見よ う と している のかと い う こ と が整理され

る よ う るむ思いますので、 お願い したいと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 今のは魚冨澤雫委員おっ しゃ っ た通 り でよ ろ

しいですれ はい。 あ り が と う ございます。 他はいかがで し ょ う か。

○隈本委員 それで、 名前のほ う ですけれど も 、 これを主た る原因 と い う 言い方でよ ろ し

いで し ょ う か。 皆 さ んが合意すれば、 僕はいい と思 う んですけれども 、 できれば医学的要

因 と か。 あ く ま でこれは最終的に病態が ど う なっ た と い う こ と を言っている だけなので、

それが脳!競麻痺につながった と言っ ているだけなので、 これは ど う で し ょ う 。 何か色々 な

原因分析をやってい ら っ しゃ る 魚雷澤委員はど う お考えですか。

○魚冨雫委員 実は ｢主た る ｣ と か ｢複数の｣ と か ｢誘因｣ と か ｢要因｣ と か色々 な単語が

出ていて、 一体 どこ を皆さ んが ど う い う ふ う に議論されている のか、 文章になった と こ ろ

でも う 1 回確認を しない と いけないな と思いなが ら拝見 していま した。

ただ、 報告書に書き上げ られていたも のを挙げた と い う こ と で言 う な ら 、 私は、 ｢主た

る ｣ でもそれほ ど大き な問題にはな ら ないのではないかと思いなが ら読んで、 今の議論を

伺っていま した。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 今の件に関 しては。 よ ろ しいですか。

○隈本委員 皆 さ んの意見を。

○池ノ 上委員長 私も ち ょ っ と ピン と来ていないんですけれどもね。 全体像が固ま ら ない

と 、 原因なのか要因なのか と い う と こ ろの分類も 、 ち ょ っ と よ く 見えないかな と い う 気が

するんです。

○板橋委員 死亡診断書のいわゆ る直接死因 ･ 間接死因 と 同 じ よ う な関係ですよね。 そ こ

の と こ ろをはっ き り させない と 、 対策につなが り に く い と い う と こ ろがあるん じゃ ないか

と 思います。

○池ノ 上委員長 いい例を出 して頂き ま した。 基本的な考え方と しては、 そ う ですね

○鮎澤軍委員 逆に、 そ う いった も の と整合性を取 ら ない と 、 また新たな分類になって しま
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っ て 、 分か り に く く なっ て しまわないかを心配していま した。 ですので、 と て もいい合わ

せ方を教えて頂いたよ う “こ思います。

加えて 、 先ほ どか ら 申 し上げていますけれども 、 ｢報告書に記載されていた主た る原因

について … ｣ と記載して頂 く こ と を繰 り 返 し言っている のは、 そ う いっ た観点でこ こ

は書き上げま した と い う こ と を確認してい く 必要があ る と思っているので、 強調 して記載

して頂ければと思った次第です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 ま 割こ死亡診断書の書き方の概念 と い う のを こ

こ にアプライ して う まい具合に応用 して使えれば、 大体皆さ んお分か り 頂きやすいんじゃ

ないかと思います。

○上.理事 例ね資料 , の , ページ“■です。 ■Iですけれども 、 原囲ま常楜盤
早期剥離と思われる と 、 書かれています。 そ して 、 ｢出生後■■■であ り 、 その間に低酸
素状態が悪化 した こ と も考え られ、 脳′曲麻痺の程度を助長 した可能性がある ｣ と 、 こ の よ

う に書いていますので、 主た る原因が常f湖髭盤早期剥離で、 出生後の蘇生に (副) と 記述

されていますが、 助長 した と い う こ と で、 副次的な と整理しています。 ですか ら 、 事務局

と しては、 報告書の記載をでき るだけ忠実に分類して、 主た る原因はこれこれ と か、 原因

は何々 が強 く 示唆 される と かについては、 それを主た る原因 と整理しま した。 それが助長

される と い う 表現になっている場合には、 副次的 と整理しま した。

でき るだけ我々 は原因分析報告書の記載を基に忠実に整理したつ も り ですけれども 、 こ

の考えで整理したものを先生方に見て頂いて、 ご意見を頂き たい と思います。

○池ノ 上委員長 いずれに して も 、 初めて こ う い う 多数例になった段階で今か ら分析を し

よ う と 。 それを再発防止 と い う 観点か ら分析委員会の報告を分析しよ う と い う こ と を しま

すので、 色々 な ご意見を頂いて 、 そ して整理を して、 皆 さ んの コ ンセ ンサス をある程度-

致させた う えで進んでい く と い う こ と 羨 こ しない と 、 中々前へ進めないんじゃ ないかと思い

ますので、 ぜひ色々 な ご意見をお聞かせ頂きたい と思います。

その他いかがで し ょ う か。
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○石渡委員長代理 資料 3 の案 と書いてある文章なんですけれども 、 脳↑型麻痺の発症の原

因、 9 行 目 ぐ らいに色々様々 な要因が考え られる と い う ふ う な 、 こ う い う ま と め方を して

いる んですけれども 、 実は 、 脳↑型麻痺の主たる原因 と い う のは胎生期に異常がある も のが

多 く て 、 分娩周辺の ものはl o~20% ぐ らいかも しれませんが 、 そ こ の と こ ろ を私たちは分

析している も のですか ら 、 こ う い う 報告書を読んだ一般の方たちは、 分娩周辺に何か色々

ト ラ ブルがあって 、 あ る いは医療的な問題があって発生した と い う ふ 捌こ誤解を受けやす

いので、 ぜひ脳↑塑麻痺の発症の原因の と こ ろで、 例えば染色体異常や脳奇形な どの先天的

な要因は大儀30% ぐ らい、 分娩周辺時期に発生する要因が 1 0~ 1 5% 、 その他何% と い う よ

う な 、 あ る程型度の概数を書いてお く と 分か り いいのではないかと思 う んですね。 今後、 本

当 に分娩周辺に問題がある と い う のが事例 と して増えて く る可能性はない と は言えません

けれども 、 一般的な世界の論文か らみる と 、 やは り 分娩周辺の も のが脳↑型麻痺のほ と ん ど

であ る なんてい う 論文は ど こ に も ない し 、 そ う い う こ と を書かれたほ う が読んだ方の誤解

を受けないのではないかと思 う んです為

なぜそ う い う こ と を言いますかと い う と 、 こ の制度 と い う のは と て もいい制度で、 今後

も こ の制度を どん どん どん どんよ く していって 、 今までは医療的に問題なそ う い う 事例に

ついて、 ほ と ん どの患者さんが 、 実は脳◆鞄麻痺を抱えて生活が大変だ と い う こ と を 、 そ う

い う 現状を私たちはよ く 知っ てお り ますので、 そ う い う 方たちに温かい光を当てた と い う

非常に画期的な制度で、 こ の制度が本当に誤解を受けない よ う なも のに していきたい と思

った場合に、 脳↑劉麻痺の発症の真の原因を少 し こ こ に数字的に入れておいたほ う が分か り

いいん じゃないから思 う のですが 、 いかがで し ょ う か。

○ 田村委員 今の石渡委員の意見に関連してなんですけれど も 、 そ う い う 意味で厳密に言

う と 、 こ の表 1 の と こ ろは、 脳′曲麻痺発症の、 先ほ ど 、 ｢直接原因｣ と い う 言葉に置き換

え よ う と い う 話が出ま した。 それはいい と思 う んですけれども 、 脳!陸麻痺と い う よ り も 、

む しろ低酸素曲凝血ト甥尚症の発症の主た る直接原因はこれこれが考え られる と い う のが、

恐 ら く 医学的には正しい表現で、 脳性麻痺になったお子さ んが全て こ の低酸素曲凝血ト瑚尚
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症で起き たわけではないわけです。 そ う い う ふ う も こ き ちん と分ければ、 今、 石渡委員のお

っ しゃった よ う な誤解も な く な る ん じゃないかな と思います。

ただ、 こ こ で突然そ う い う 低酸素曲虚血↑醐滋症 と い う 専門的な用語が入って く る こ と が 、

一般の方にかえって分か り " こ く く な る かも しれないと思 う ので、 その辺をご検討を頂いた

ら と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 いかがですか。 今の 田本･接ぎ員の ご意見も あ り ま

す し、 それか ら石渡委員か らのご意見も ございますが。

○板橋委員 やは り 僕も 田本･擾\員の よ う な考え方のほ う が 、 現時点では リ ーズナブルかな

と は思いますけれども 。

○池ノ 上委員長 も と も と が分娩に関わって起こ った脳障害 と い う と こ ろか ら ス ター ト し

ていますので、 低酸素曲露血I･醐尚症 と い う と こ ろが主たるそのターゲ ッ ト になっているわ

けですれ だから 、 脳↑型麻痺と かだけにな る と イ ンフ ェ ク シ ヨ ンが出てきた り 、 出生後の

問題が出てき た り しますのでれ

0藤森委員 確かに、 ほ と ん どが低酸素幽虚血ト翻尚症なんですけれども 、 そ う じゃ ないの

も入っていま した よ え姦 低酸素 と かアシ ドーシス になっていない事例も入っていた と思 う

んですけれども 。 なので、 ほ と ん どはそ う だっ た と思 う んですけれども 、 も ち ろんそ う な

っ て最終的には脳性麻痺になっている子がほ と ん どだった と思 う んですけれども 、 ち ょ っ

と僕が記憶している限 り 、 臍帯動脈瞳Lでちゃん と調べていてアシ ドーシスになっていなか

ったの も入っていたと思 う んですけれども。

○田村委員 ただ、 アプガールだけで行けば、 みんな低いですよ 又為

○藤森委員 確かに 6 点 と かと い う の も あった よ う な 、 ち ょ っ と じまっ き り 記憶はないんで

すけれども 、 読んでいる 中で。

○隈本委員 私も石渡委員長代理おっ しゃ る よ う に 、 こ の制度はあ く まで分娩に係る と こ

ろでつけたあ る基準で切った もの しかないので、 それのスケール感をち ゃん と 出すために、

ち ょ う ど こ の資料 3 の説明文の中の 4 パラ グラ フ 目 ですかれ ｢脳↑聾麻痺発症の原因は｣
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と い う と こ ろに文献的な数字を入れる こ 国こついては賛成です。 それを入れた う えで、 今

回の こ の分析の制度は、 次のパラ グラ フで、 ｢分娩に関連して発症した重度脳′姫麻痺を補

償対象 と してい る こ と か ら ｣ につなが る と思 う ので、 あ く まで全体像ではな く て 、 本制度

にひっかかってき た も のだけを分析している んですよ と い う こ と を言 う ために、 何力海外

の文献と かそ う い う も のを入れる こ と む こついては賛成です。 それを入れた らいかがで し ょ

う か。

○板橋委員 それであれば、 対象が限定されている こ と 自 体がおかしな話で、 も し全体的

なその数字を出すのであれば、 それは早産も入っているケースですよね。 だか ら 、 分娩周

辺のだけを強調 したいがためにその数字を入れる と い う こ と る こな り ますか。

○石渡委員長代理 ただ、 その数字を入れた場合、 分娩周辺のだけを取 り 上げる と 、 あた

かも脳′圏麻痺の事例が 、 ほ と ん どの も のはこ の分娩周辺に関わっていて医療が関与 して、

そ こ で問題が起きている と い う ふ う な誤解を一般の方が受けやすい。 そ う する と 、 一般の

社会の人たちが誤解をする と 、 こ の制度が う ま く 運用 されていかない と 思 う ので、 こ の制

度は どん どん どん どんも っ と いい制度に しなき やいけない と思っていますので、 見直 しの

時点でも っ と幅広 く 対象者をする と か、 そ う い う こ と は今後考えなき やいけない問題だと

思 う んですけれども 、 ただ、 こ のま まの文章ですと 、 第 1 回 目 の報告書がそ う であったよ

う に 、 誤解を受ける部分が多い と思います。

○板橋委員 ですか ら 、 入れる こ と に反対するわけではな く て 、 現時点ではそ う い う 状況

であ る こ と を認識しておいて も ら わない と 、 その数字そのま ま を受け取って しま う こ と じ こ

な り かねない、 誤解を逆に言 う と 与え る ので と い う 注釈つきです。

○池ノ 上委員長 そ う です為 だか ら 、 表 1 の タイ トルが ｢脳!地麻痺発症の主た る原因｣

と い う のは、 こ の委員会でま と めたその結果が この表に出て きてい る と い う こ と であっ て 、

こ の委員会で対象 と している も のは色々 な も の も含めた ものではない と い う こ と を 、 やっ

ぱ り 前文な り ある いはこ の表 目こそれがはっ き り 分かる よ う なタイ トルをつける と か、 そ

う い う こ と で誤解が生じないよ う る こ しておかない と いけないん じゃないかな と い う 気が致
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しま した。

　
○鮎澤委員 今、 議論している 4 パラ グ ラ フ 目 、 これについては今回q国田の対象例では

な く て 、 全体のお話と して数字をお入れにな り たい と い う こ と です裏為 そ う する と 、 こ

れはも う 2 パラ グラ フ 目 に持ち上げて、 前半 1 行 目 2 行 目 で出生人数を書いて 、 こ の ぐ ら

い生まれている 、 脳↑劉麻痺の こ と を こついて こ う い う こ と が知 られている 、 本制度において

は、 と い う ふ う に書き上げていけば自然に流れるのではないで し ょ う か。

○板橋委員 それでいいん じゃ ないで し ょ う か

○池ノ 上委員長 そ う ですれ パラ グラ フの少 し整理を して 、 き ち っ と した情報が読み手

に伝わる よ う に して頂 く と い う の と 、 僕はやっぱ り 表 1 のタイ トルをそ う い う ふ う に書い

てい る と 、 こ の表 しか見ない人もいるかも しれませんので、 そ こ も しつこ く やって もいい

ん じゃ ないか と 思います。

○事務局 (森脇) 分析対象における と か、 そ う い う の を入れる と い う こ と でよ ろ しいで

し ょ う か。 はい。 分か り ま した。

○池ノ 上委員長 この再発防止委員会の分析におけ る と か、 そ う い う 。 はい。 あ り が と う

ございます。 他にいかがで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。

再発防止 と い う観点か ら の原因分析なんですけれども 、 今、 ご議論頂きま した よ う に 、

初めてやる よ う な こ と なので、 それぞれ色々 なこ と が出て く る と思いますので、 ま た これ

はお持ち帰 り 頂いて、 ま たお気づき になった点があ り ま した ら 、 事務局のほ う に ご連絡頂

く な り 、 また 、 次回、 それをご発言頂ければ と ,思いますけれども 、 それでよ ろ しいですか。

○上田理事 はい。 今 日 の ご指摘を踏ま えて整理した も の を、 次回以降にご審議して頂き

ます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 原因分析に関 しま しては、 他に よ ろ しい

で し ょ う か。 それでは、 原因分析についての集計を終わ らせて頂いて よ ろ しいですか。

では、 先ほ どの も ち ょ っ と絡んでいますけれども 、 吸引分娩が行われている と い う ケー

スが結構多 く て 、 それを ど う 取 り 扱 う か、 あ るいは ど う 評価するかと い う こ と が問題にな

33



っ てお り ます。 では、 事務局のほ う か らお願い致します。

○事務局 (森脇) 事務局でございます。 吸引分娩についてのご説明 させて頂き ます。 資

料 7 と 8 を使っ て ご説明 させて頂き ます。 資料 7 につき ま しては、 澤田客員研究員のほ う

か ら ご説明 させて頂き ます。 資料割こつき ま して 、 事務局のほ う で資料を準備 させて頂き

ま したので、 簡単にご説明 させて頂き ます。

資料纜、 吸引分娩を孑もた囲わいて“概要でごさまが･ 前“ 回委員会“お
き ま して、 先生方よ り こ の事例につき ま して子宮収縮薬の使用状況です と か、 吸引分娩判

断か ら児娩出までの時間 、 それか ら胎内蘇生法の実施に関する 内容について知 り たい と い

う ご要望がございま したので、 その点を追加 したも の をお示し致してお り ます。

胎内蘇生法に関する 内容につき ま しては、 ガイ ドライ ンの 1 88ページにある 内容を基に

記載してお り ますが、 中々 ガイ ドライ ン通 り にき ちっ と拾 う のが難しい も の も ございま し

たので、 な るべ く 事例か ら読み取れる も のを広 く 拾 う よ う な形で表にお示し致してお り ま

す。 以上です。

それでは資料 7 の説明をお願い致します。

○澤田客員研究員 前回か ら変わった と こ ろだけ説明 させて頂き ます。

概況の と こ ろは、 特に変化はあ り ません。

事例の概要ですが 、 事例 1 と 2 の二つ挙げてお り ま して 、 事例 1 は吸引分娩実施後に分

娩方法をき ち っ と見直 したほ う がいい と い う よ う な検討がな されていた ものにな り ます。

事例 2 に関 しま しては、 吸引分娩に関 しては検討すべき事項はなかったけれども 、 幅状腱

膜下血腫が起きて しまい、 児の状態が悪化した と い う よ う な事例を載せてお り ます。

飛びま して最後の と こ ろです。 10ページ 目 、 再発防止及び産科医療の質の向上に向けて

の と こ ろですが、 産科医療関係者に対する提言をま と め直 してお り ます。 四つの項 目 にな

ってお り ま して 、 一つ 目 が 、 吸引分娩施行の判断を適切に行い、 適切な方法で吸引分娩を

行 う こ と 。

二つ 目 と して 、 吸引分娩施行中は、 随時分娩方法の見直しを行 う こ と 。 こ の中身 と して
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5 回ルール、 20分ルールを推奨していますが 、 それ以内であって も随時分娩方法の見直し

を行 う こ と が重要である と い う 記載を してお り ます。

また 、 吸引分娩を行 う 際は、 帝王切開術への移努テ及び新生児蘇生が必要にな る可能性を

念頭に入れて準備をする こ と 。 必要な人員を集めてお く 必要があ る と い う こ と を記載して

お り ます。

(3) と して 、 ク リ ステ レル胎児圧出法の併用は、 胎児の状態が悪化する可能性があ る こ

と を認識する こ と 。

(4) と して 、 吸引分娩によ り 出生 した児に対しては、 一定時間、 児の状態を注意深く 観

察する と い う こ と を記載してお り ます。

2) の学会 ･ 職能団体に対する要望ですが、 (3) の 中にガイ ドライ ン20 1 1 の ｢吸引 ･ 鉗子

分娩の適応 と 要約｣ に関 してですが、 児頭が嵌入していて も 、 今回、 ステーシ ョ ンブラ ス

2 まで下 り ていて も吸引分娩が不成功に終わる事例も ある こ と か ら 、 吸引分娩の条件につ

いて再検討する こ と を要望する と い う 記載を してお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 吸引分娩についてま と めて頂いた事務

局か らの ご報告を頂き ま したけれども 、 いかがで し ょ う か。

ステーシ ョ ンについて 、 前回で したか、 箕浦委員か ら ご指摘がございま して、 これ嵌入

している こ と 、 それを括弧して (ステーシ ョ ン 0 ) と ガイ ドライ ンでは書いてあるんです

ね。 それがステーシ ョ ン 0 で吸引 を していい と い う よ う なニュ アンスに取 られている と い

う と こ ろがあ るんですが、 川端委員、 いかがで し ょ う か。

○川端委員 その意見をお聞き しま したので、 ガイ ドライ ン作成委員会で言っておき ま し

た。 ゼ ロ 以下よ り 下がった状態である こ と と い う 表現にする よ う に改訂を申 し込みま した

ので、 その よ う になる と 思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 ど う も あ り が と う ございま した。 早速こ

こ の議論をガイ ドライ ン作成のほ う に生か して頂き ま して、 あ り が と う ございます。

他にはいかがで し ょ う か。
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○魚冨澤墨委員 すみません。 用語ですけれども 、 ガイ ド ライ ンのほ う には、 ｢ 5 回以内ルー

ル｣ ｢20分以内ルール｣ と い う 記載になっている のですが、 報告書は ｢ 5 回ルール｣ ｢20

分ルール｣ になっ ています。 これは どち らが正 しい言い方でし ょ う 。 普通の人が聞 く と 、

何か手前までなのか、 そ こ ま ではいいのか、 ち ょ っ と 気になったので。

○事務局 (森脇) すみません。 ガイ ドラ イ ンに沿って修正致します。 申 し訳あ り ません。

○上田理事 ガイ ドライ ンは ｢ 5 回以内ルール｣ ですね。

○池ノ 上委員長 ｢ 5 回以内ルール｣ が正しいんですか。 はい。

○上田理事 ガイ ドライ ンは。 はい。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

ク リ ステ レルについては、 き の う 川端委員 と も ご一緒のあ る委員会があったんですけれ

ども 、 母体死亡例にク リ ステ レルをやった と い う のが結構あ るみたいで、 その会議でも ク

リ ステ レルって ど う だ と い う 議論がち ょ っ と あ り ま して、 よ く 分か ら ない。 やっぱ り その

会議のほ う でも よ く 分か ら ない と 。 ど う い う 方法がク リ ステ レルなのかと 、 オ リ ジナルの

ペーパーに中々行き 当た ら ないんだそ う であ り ま して 、 そっ ちのほ う でもずいぶん調べ ら

れた ら しいんですけれども 、 何 と な く みんなク リ ステ レルをやっている と 。 だか ら 、 個人

差がかな り あ るん じゃないか と 思 う ので、 も し圧出法な ら圧出法をやる とすればこ う い う

も のですね と い う オ リ ジナルが分か ら ない とすれば、 何かやっぱ り これ以上はだめですよ

と い う よ う な 、 あ る いはこ う い う こ と は絶対気をつけて下 さい よ 、 と い う よ う な こ と を提

言しない と いけないのかも しれないな と思いますけ ど戈為 かな り 欧米の文献までさ かのぼ

って調べ られた先生がい ら したんだそ う ですけれども 、 中々行き着かない と い う こ と なん

だそ う です。

○上田理事 今、 おっ しゃ っ た こ と を学会の要望に加えますか。

○石渡委員長代理 学会の要望に加える と いい と思 う んですれ 内月鰤廃製か ら子宮破裂ま

で色々 あ り ますか ら。

○池ノ 上委員長 圧出法をやる と き に ど う い う こ と を気をつけ る か と い う のは ど う ですか。
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川端委員、 いかがですか。

○川端委員 ガイ ドライ ンを作成している と き に 、 こ の こ と 凝議論 されている と る沈思 う ん

ですけれども 、 結論が出なかった と い う こ と だと思います。 も う 一度、 ガイ ドライ ン委員

長のほ う る こ 、 水上先生が委員長ですけれども 、 問い合わせてみますけれども 、 要望を出 さ

れて も 、 受けた方と しては困る こ と にな り ます。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ 久留米に橋本先生 とい う 新生児の先生がお られて、 僕 らの

ち ょ っ と 先輩で、 大変私は尊敬している んですけれども 、 あの先生が ク リ ステ レルはげ し

か らん と も のすご く おっ しゃ っ て 、 今 どき あんな こ と をする産婦人科医がいる のか と い う

の を盛んにおっ しゃ るんですれ 僕ら と しては、 いや、 利 く と き も あ り ますけれど も と言

う けれども 、 利かないで と んでも ないこ と にな る と き も ある じゃないかと い う 、 両極端の

議論があ り ま して 、 やは り 、 あ る程度ど う るこか しない と 、 これはも う ずっ と延々 と続 く 議

論にな り そ う な と こ ろですれ はい。 ど う ぞ。

○隈本委員 原因分析を している立場か ら言 う と 、 本当 にこ こ に列挙されていますけれど

も 、 学会等に対する要望の と き に こ う い う と こ ろ に必ず書き込んで、 ク リ ステ レルの こ と

について早 く ガイ ドライ ンを作る な り イ可 らかのエビデンス を出 してほ しい と 。 実際に脳性

麻痺になった事例の中で、 ど う もやっ ぱ り 多い し 、 も しか した ら ク リ ステ レルを漫然 と し

てい る こ と が脳性麻痺の原因かも しれないんですけれど も 、 いずれに して も余 り に 目 立つ。

いいかど う か評価を したいんだけれども 、 医学約言鮖面をする と き にガイ ドライ ン と ど う し

て も 照 ら し合わせてやる んですけれども 、 これはないか ら言えない。 そ こ で必ず今後の要

望事項の と こ ろに出て き て、 も う 数が相当あ る と思います。 じゃ ない と 思いま

すけれども 。 ク リ ステ レル圧出法について調査を実施 した り ガイ ドライ ンを示 して下 さい
. l1

と い う のが、 6 ページの (2 ) で挙げられている国■だけ じゃな く て 、 も う囲■ 7 ページに

も あ る し 、 本当は 1 回やめてみる よ う な介入試験をやってほ しいな と僕は思っていますけ

れども 。

○池ノ 上委員長 先ほ ど、 ち ょ っ と 両極端だ と言いま したけれども 、 圧出法を絶対やっ ち
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やいけない と い う 議論も あ る し、 いやいや、 圧出法で う ま く いったケースがた く さ んある

んだか ら 、 これをやっ ちゃいけないなんて言われる と 実際の産科の診療が困 る と い う 意見

も あ り ます し 、 中々落ち着かない。 ど こ に何を も って して これは大丈夫とい う ライ ンを打

ち立てるか と い う 、 そ う い う 力学的な と か、 あ る いは生物学的な、 あ る いは生理学的な と

い う観点か ら 、 やっ ぱ り 見る必要があるだろ う と 。

○隈本委員 どなたか、 動物実験はないんですか。

0池ノ 上委員長 動物 じゃ 中々 でき ないですれ やる と すれば、 恐 ら く シ ミ ュ レーシ ョ ン

しなが ら産道のカーブ と 、 上か ら ど う い う 方向に入った力が ど う 分散 されるか と か、 そん

な こ と になるんだろ う と 思 う んですけれども 。

○石渡委員長代理 内臓破裂と か、 も っ と極端な母体死亡につなが る よ う な 、 そ う い う 事

例はほ と ん どが腹壁の筋肉が弱い状況でげんこつで体重をかけて上のほ う を押 した と か、

そ う い う 事例にあ るんですけれども 、 これは余 り 胎児死亡の事例は出て こ ない、 例数か ら

いって も 、 中々分析しづ らい と い う のがある と 思 う んですが、 だか ら 、 手のひ らで子宮底

を押す、 どっ ちのほ う を押すかは別ですけれども 、 で も 、 これを検討するのは、 やっ ぱ り

学会以外にない と思 う んですよれ

○隈本委員 つま り 、 押 してみて効果がある 、 押 さ なかった こ と る こ比べて早 く 生まれる と

い う 効果を期待するわけですよれ でも 、 例えば1 00例に 1 例そ う い う 不幸な事例がある

と した ら 、 99回は う ま く い く か ら 、 経験から言えば、 押 した ら 出たケースが多い よ と い う

ふ う な話になるわけです長息 だか ら 、 個人の体験だけではこんな ものはいいかど う かの

評価をでき ない し、 仮に何 らかの評価をする と した ら 、 押 したこ と そ こ よ っ て早 く 出て く る 、

早 く 出て く る こ と を こ よ る脳↑劉麻痺が防止でき る効果と の見合いにな るわけですか ら 、 ま さ

に統計を取ってみない と分か ら ない し、 介入を しない と分か ら ない よ う な研究だと思 う ん

です。 だか ら 、 う ま く いっ た例が多い と い う 体験だけでこれが進め られている と した ら 、

ま 割こ こ のガイ ドライ ンで何と か しなき やいけない対象だと思います。

○板橋委員 ただ、 介入 してR C T をやって よかった と して も 、 逆の人が 1 人でもいれば
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さ っ き の議論 と 同 じこ と も こまたなって しま う と思います。 ですので、 介入試験をやる こ と

が本当に母児の幸福につなが るか ど う かは、 も う ち ょ っ と慎重に考えない と いけない部分

はど う して も あ る と思 う んです。

かつて幅状腱膜下出血で産院で呼ばれて翌 日行った ら 、 も う ほ と ん ど瀕死の状態 と い う

のは何例か経験している んですけれども 、 やは り こ の ｢十分な監察下に置き ｣ と い う のが

非常に抽象的であいまいなんですね。 それで、 今、 母児同室 している施設も多 く て 、 そ こ

にはお母さ んがほ と ん ど 、 実質的に見ているのはお母さんだった り した と き に 、 お母さ ん

のそばで発症 して どん どん大き く なっ たのにお母さんは気づかなかった と い う こ 割こなっ

て も 困る ので、 こ のあた り の表現を も う 少 し具体的に しておいたほ う がいいのかな と思い

ますが。

○池ノ 上委員長 今、 出生後のアダプテーシ ョ ンも含めて こ う い う 大き な循環動態が変わ

る とすれば、 大体どの ぐ らいをめ どに。 8 時間 と か1 0時間 と か、 そ こ ら辺ですかね

○板橋委員 幅状腱月莫下血腫は割 とやわ らかい糸団織で出血しますので、 少な く と も 半 日 き

め細か く 見ていれば、 どん どん大き く なっ てい く のは分かる と思 う んですね。 半 日 ぐ らい

は最低き め細か く 見ていれば。

○池ノ 上委員長 それは新生児管理で リ コ メ ンデーシ ョ ンカ可可か出ていませんですか。

○板橋委員 出ていない。 少な く と も こ のガイ ド ライ ンには載っていないので、 も しそ う

い う こ と も あ り 得る 、 あ るいはこ の事例では生後何時間に発症した と い う こ と か ら 、 その

間 、 具体的な数字を出 したほ う がいいのかな凋ま,思います。

○池ノ 上委員長 このケー“でですれ この事例で、 ■で何時間でシ 。 ' ク になっ‘
い る と か、 そ う い う こ と です九

○板橋委員 はい。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○勝村委員 さ っ き のク リ ステ レルなんですけれども 、 やっぱ り 僕 ら のイ メ ージでも 、 母

親か らする と むちゃ く ちゃ された と い う よ う な印象が言葉にな る と 、 ク リ ステ レル、 何 と
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い う や り 方なんだ と 。 と て もすごいプロ の手技 と い う よ り “ま 、 やっ ぱ り 上に乗っかっ てむ

ちゃ く ちゃ して結果が悪かった と い う こ と は 、 ずいぶん前か らずっ と経験 してき てい る し 、

こ こ に出て き ている事例の中には、 いまだにそれじゃ ないかと思 う も の も あ る ので、 今後

のためには、 どち らか と い う と かな り 厳 し 目 み こガイ ドライ ンな り イ可な り でやっていって も

ら う ほ う が 、 僕はみんなに と っ て よ い と思 う んです。 どち ら に と っ て も 。

例えば、 今、 蘇生法に も しか した ら格差があるかも しれない と い う こ と で検証を進め ら

れていますけれど も 、 例えばク リ ステ レルもすご く 手技に格差がある か ら検証を進め よ う

と い う よ う な動き があ る と かい う こ と でも ない よ う だ し 、 ど う も も っ と これの仕方云々 よ

り も 、 これ 自体の問題が議論されている わけですか ら 、 喫緊にク リ ステ レルと 呼ぶこ と 自

体か ら の 、 こ の言葉の定義、 ク リ ステ レルと い う のは誰なんだ と い う 話も 出ていま したけ

れ ども 、 こ う い う ク リ ステ レルを医療だ と 呼んでいいのか と い う ぐ ら いな経験を している

人が少なか らずいて る と僕は認識しているので、 何かそ う い う も のは、 せめてち ょ っ と 底

を上げる よ う な対応 と い う のを至急に してほ しい と思っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 ま さ におっ しゃ る通 り で、 恐 ら く ひ ょ っ と した

ら 、 僕は読んでいないんですけれども 、 ク リ ステ レルはかな り 安全域を考えて 、 こ う い う

ふ う に しな さ い と い う ふ う に 、 その文献に書いているん じゃないかな と思 う んですけれど

も 、 それが見つか らないので、 じや あ 、 我々 は ど う するかと い う こ と ゐ こなっ て く る ん じゃ

ないかと思 う んですね。

その と き に 、 今、 勝村委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 誰が見て もむちゃ く ちゃ と思 う よ う

な こ と に 、 ついつい深みにはま って しま う 医療者もいるわけで、 それを、 いや、 こ う い う

以上は、 やっ ぱ り これをク リ ステ レル圧出法 と は言えませんよ と い う よ う な 、 何かやっぱ

り 出 さ ない と いけないん じゃないかと思 う んですれ ま さ に格差があ り 過ぎる のかも しれ

ない。 ですか らそ こ を 、 例えば上に乗っかる のはだめですよ と か、 何かそ う い う こ と なん

じゃ ないかと思 う んですね。

○村上委員 ク リ ステ レルの件なんですけ ど、 私たち助産師の中でで も 、 開業助産師さ ん
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でも搬送する か、 それと も今大急ぎで出すか と い う よ う な緊急的なそのジャ ッ ジをする と

き には、 やは り ク リ ステ レルを使 う と い う 方もい ら っ しゃいます。 すGこそれで生まれて

元気な赤ちゃんが出て く ればいいんですけれども 、 やっ ぱ り 一度やってそれ以上かける と 、

結局、 なぜその と き搬送しなかったのかと い う よ う な こ と が事例分析等でも問題になって

き ていますし、 あ 割ま診療所に勤務 している助産師が、 ドク ターがバキュームを引 く ので、

上か ら押 したのが私で、 それが う ま く いかなかった、 その と き の手技について教えて も ら

いたい と い う よ う な相談に来た り と か、 決して ドク ターだけの問題ではな く て 、 助産師も

ク リ ステ レルに関 してはち ょ っ と 関与 している部分も ございますので、 でき た ら こ う い う

と こ ろでき ちん と議論して頂いて 、 産科の ドク ターのほ う でも こ う い う 手技が適切である

と い う よ う な こ と を 、 可能であ る のであれば、 助産師が も しや ら なければな ら ない と き に

はその辺は徹底 させて頂けた ら な と い う ふ う に感 じます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 やは り 、 極端な人はも う 絶対ク リ ステ レ

ルはだめだ と 、 圧出法はだめだ と 、 そ う い う 意見の人もいますし、 一方では、 その有効性

はまだまだ捨てた もん じや ない と言 う 人もいますので、 やは り あ る程度の と こ ろで、 今お

っ しゃ っ た よ う な しかるべき手技はこ う い う も のだと 、 何か出 さ ない と いけない と 思 う ん

ですけれど も 又為

ち ょ っ と これをやっている と エン ド レスの議論にな り ますので、 ク リ ステ レルを ど う に

かする と い う こ と は明 らかだと 。 ひ ょ っ と した ら吸引その も の と 同 じ ぐ らいの ウエイ ト が

あ る のかも しれませんね。

吸引 に関 してはいかがでし ょ う か。 ルールがつ く られています。 あのルールは ど う やっ

てつ く られたんですか。 吸引の 5 回以内ルール、 20分以内ルールと い う のは。

○川端委員 私、 よ く 分か ら ないんですが、 欧米の中か ら持ってき ている と思います。

○隈本委員 確か、 原因分析委員会の中でその議論が出た と き に 、 要する に 、 これはいわ

ゆるエ ビデンス と い う よ り は、 エキスパー ト の合意に類する ものだ と い う ふ う に言ってい

ま したけれども 、 これ ぐ らいだった ら大丈夫だろ う と い う 発想だそ う です。 も ち ろん、 何
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ら かの海外のエ ビデンス を基に しているんで し ょ う けれども 、 日 本におけるそ う い う はっ

き り した20分だ と 、 それは岡井委員長 自身が 、 5 回な ら だめ、 5 回 と い う ルールを決めた

けれども 、 6 回な ら絶対だめかと い う と 、 そ う ではない と い う 言い方を していま したので、

ま 割こその辺の と こ ろがエキスパー ト 同士の合意事項と い う こ と なんだ と思います。

○藤森委員 実際、 僕も 、 5 回以内ルールと か20分以内ルールと い う のは、 エ ビデンス と

かそ う い う も のがある と い う のは も ちろん知 り ません。

実際、 こ こ の吸引回数と か施行時間 と かを見て も 、 それ以内のも の もた く さ んあ り ます

よれ なので、 先ほ どから ク リ ステ レルの議論も聞いていて 、 分娩と い う のは、 やっ ぱ り

こ の人が経醐窒分娩でき るか ど う か と い う こ と を評価でき る方法がない こ と が 、 極論を言っ

て しま う と そ う であっ て、 こ の人は絶対経鬮彰分娩でき る と い う よ う な何かし ら の指標があ

れば、 ク リ ステ レルを しよ う が何を しよ う がいいわけですけれども 、 そ こ に入って く る と

い う のは、 今、 エキスパー ト と い う 話があ り ま したけれども 、 経験則 と い う のが入ってき

て しま っている か ら 、 ク リ ステ レルをやって、 僕もそんな母親の上に馬乗 り になっ て押す

なんてい う のは と んでも ない と は思っていますけれども 、 我々 であって も子宮底を押すぐ

らいの こ と はやる こ と はも ち ろんあって、 それをやっていけない と い う こ と にな る と 、 多

分、 これはそんな こ と を言った ら分娩をやめ る なんて言 う 人も出かねないよ う な話であ り

ま して 、 それは非常に慎重にいかな く ちゃいけない と思 う んですれ

ですか ら 、 その曽轡価でき ない と い う と こ ろに経験が入っているか ら 、 医療になっている

と い う か、 中々表現が難しいんですけれど も 、 お産 と い う のはそ う い う と こ ろがあ る ので、

そ う い う 結果になっ ちゃ う と い う と こ ろがあ る と思 う んです黄熟

実験 と い う 話も あったんですけれど も 、 やっ ぱ り ヒ ト と い う のは特別な産道の形を して

いて 、 サルと い う のは産道のライ ンが直線なんですよ。 なので、 極端な話、 すぽん と 生ま

れるんですね。 でも 、 人間 と い う のは骨盤の形が曲線を向 く よ う に生まれている ので、 人

間が最も難産なんですよ ヌ蘂 類人猿と 力斗也の も の全て と比べて もですれ だか ら 、 結局問

題になっ ている わけで、 サルでだか ら実験はでき ないんですよ ヌ丸 サルはも う 超安産なん
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ですね

○石渡委員長代理 先生、 動物は どっ ち を向いてお産するんですか。

○藤森委員 あ と 、 動物の顔の向き も違います。 先生おっ しゃ る よ う & こ 、 人間はお母さん

の肛門のほ う を向いて く る のがほ と ん どですけ ど、 サルと い う のは恥骨のほ う を向いて生

まれて く る のがほ と ん どなので、 ですか ら 、 サルは 自分で介助 して 、 自 分で子ども を出 し

て 、 顔を 自分で見 られる よ う な態勢で出て く る んですれ ヒ ト と い う のは、 ですか ら 、 必

ず介助が必要なんです。 と い う 違いがあ るんですよね。 ですか ら 、 ち ょ っ と 実験もできな

い と い う 、 そ う い う 事情があ り ます。

○勝本･矮諄員 たまたま僕の知る ク リ ステ レルのひど さ と い う のは、 やっ ぱ り 何か上に乗っ

かる と い う キーワー ドがあ る よ う な気が、 経験的に している んです。 も しそれだけは、 ち

ょ っ と 体重をかけて と かい う こ と をや り 過ぎる と い う こ と な ら 、 その警告を基本形に して 、

少 し何かこれを機に議論して頂いて と い う 形でも 、 僕はすご く 気持ちが落ち着く と い う か。

こ の人たちが上に乗っかって ど う と い う のは、 も う ひ と つ分か らないですけれども 、 そ う

い う も のがやっぱ り いい結果を生んでいないんじゃないか と い う 気がするので、 今の議論

を聞いていて 、 そ う い う 形でもやって も ら えた らいいのかな と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 ど う も ｢あなたのク リ ステ レルはど う い う も の

ですか ? ｣ と い う ア ンケー ト カ ギ可かを全国にやってみる と 、 先生言われたよ う に 、 ｢僕は

上には乗 らない。 だけ ど、 子宮底を押すぐ らいの こ と は している ｣ と か と い う 、 そ う い う

よ う なバ リ エーシ ョ ンがあって 、 ク リ ステ レル絡みの問題は起こ していないですね と い う

よ う な こ と になって く る と 、 大体そ こ ら辺に落ち着 く と い う 、 ま あ 、 そ こかも しれません

ね。 これはまた も う ち ょ っ と 考えない と いけないこ と だ と 思います。 他にいかがで し ょ う

　 　　

ち ょ っ と ク リ ステ レルのほ う に行っ ちゃいま したけれども 、 吸引分娩その ものについて

は、 さ っ き のルールを守って頂 く と い う こ と と 、 それか ら先ほ ど川端委員がおっ しゃ っ て

頂き ま した よ う に 、 ガイ ドライ ン以上 と い う か、 それ以下 と い う ふ う にステーシ ョ ンを追
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加 して頂け る と い う こ と ですので、 これはよ ろ しいで し ょ う か。

それでは、 次に、 カルテの診療録の記載についてでずかね。

も う 一つ、 吸引分娩についての説明が残っていますか。 も う よ ろ しいですか。

では、 診療録の記載について、 事務局のほ う か ら説明をお願い致します。

○事務局 (森脇) ご説明 させて頂き ます。 資料 9 を ご覧下さい。 診療録等の記載につい

てでございます。 前々 回の委員会で議論頂き ま したので、 変更点のみを ご説明 させて頂き

たい と思います。

前回の委員会では、 通常記載すべき こ と はき ちん と伝え る こ と を前提にすべき です と か、

予後不良だった場合には、 よ り 詳細な記録を残すよ う る こ指導する こ と が大事、 も っ と焦点

を絞って取 り ま と めたほ う が よいな どのご意見を頂き ま したので、 今回はそ う いったご意

見を踏ま えま して、 特に異常出現時の母児の状態、 分娩誘発や促進、 急速遂娩実施の判断

根拠や内診所見、 それか ら新生児の蘇生状況、 についてはき ちん と記載 しま し ょ う と い う

こ と に絞って取 り ま と めて ございます。

2 ページ 目 を ご覧下さい。 表 1 につき ま しては、 診療録等への記載が不足 していた点で

すけれど も 、 先ほ どの絞った点に沿って表のほ う を変更 してお り ます。

続き ま して 3 ページ 目 の診療行為等の記載についての指摘、 これは医学的評価や原因に

記載してある 内容ですけれども 、 これも絞 り ま して、 外来診療録と入院塒診療録におけ る指

摘についてを記載致してお り ます。

4 ページにつき ま して も 、 分娩機関が検討すべき事項も 、 入院と外来に分けています。

内容は大き く 変更は致してお り ません。

7 ページにつき ま しては、 一般的な こ と を記載してお り ま して 、 前回 と 同様に本制度で

記載を求めている内容についてを 8 ページ 目 に別添と して載せてお り ます。

1 0ページ 目 の関連法規の と こ ろ に一部記載を追加致しま した。 (2) 助産録について と い

う こ と で、 法第四十二条 3 項に厚生労働省令でこれを定め る と い う のがあ り ますので、 具

体的に どの よ う な内容を定めている のか とい う こ と で、 1 1ページに助産録の記載事項のほ
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う を追加致しま した。

最後、 1 2ページでございます。 再発防止および産科医療の質の向上に向けてでございま

すけれども 、 今回の内容 と 致 しま しては、 1 ) 産科医療関係者に対する提言の①でございま

すが 、 まずは記録についてはき ちん と しま し ょ う と い う よ う な内容になってお り ます。

②に、 先ほ ど申 し上げま した よ う “ こ 、 異常出現時の母児の状態、 それか ら分娩誘発や促

進、 急速東遂娩実施の と き の判断根拠や内診所見、 新生児の蘇生についてはちゃん と記載し

ま し ょ う と い う よ う な取 り ま と めでま と めてお り ます。

学会 ･ 職能団体への提言につき ま しては、 今回、 こ こ には記載致してお り ませんが、 そ

の理由 と 致しま しては、 診療録の記載と い う の も病院ごと に対応すべき 内容 と して位置づ

け られてお り ますので、 産科に特化 して学会 ･ 職能団体に提言するの も ち ょ っ と難しいか

な と い う ふ う に考えま して外してお り ますが 、 先生方の ご意見も併せてお聞かせ頂ければ

と 考えてお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 診療録の記載が不充分であ るために

中々原因分析が行え得ない とい う よ う な こ と も あ り ま した し 、 本来、 診療を行った らそれ

は記載すべき である と い う こ と は大前提なんですけれど も 、 そ こが不足 してい る と い う 、

そ う い う 産科医療の質の向上と い う 面か ら も 、 診療録の記載 と い う こ と は非常に重要だと

思いますが、 先生方の ご意見はいかがで し ょ う か。

○福井委員 学会 ･ 職能団体への要望と しては、 特に記載はなかったので と い う お話でし

たけれども 、 こ こ で必要だ と言われている こ と を職能団体と して普及 ･ 啓発する と い う こ

と を要望 して頂いた ら よ ろ しいん じゃないかと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 それはいかがですか、 事務局。 職能団体

と して。

○隈本委員 この制度の原因分析をやっていて 、 特有の現象と して 、 心拍数の記録用紙の

時間がずれているケー“ と 、 それか ら紛失したケー“ ･澗あ り ま した。 それも指摘して
おいたほ う がいいん じゃないですか。 時間がずれているケースは山ほ どあって、 そのたび
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に原因分析のすごい支障になっ ているんです裏為 取 り 直すたびにゼ ロ時ゼ ロ分になっ ち

" “が鬮ぁは “れそ う でなをも圏ずれ‘い社 ,鬮圏ずれ‘い, . か
い う のがあって、 しかもそれがいつ も 同 じよ 効こずれているんだった らいいんですけれど

も 、 複数の記録があって 、 片方はずれている けれども片方はずれていない と い う の も あ り

ま した。 だか ら 、 そ こ で問題も あったので、 それを拾い上げて この こ と を指摘したほ う が

いいん じゃないか と 思います。

1 cm ･ 3 cm問題については、 先生方で色々論争があ る ら しいんですけれども 、 必ず 3 cm

に しな さ い と い う よ う な こ と を必ず原因分析報告書の今後の改善事項に入れている と思 う

ので、 3 cmでちゃん と記録 しな さ い と い う の も 、 も しか した ら診療録、 診療録 と い う のは

医師が書 く 記録だけではな く て 、 その他のデータ も全部診療録だと思 う ので、 そ こ を入れ

た らいかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 時間は本当に意外と みんな気づいていな く て 、

その と き はずれている こ と に気づかないま ま にやっている こ と が多いので、 後からそれを

レビューする と き に非常に支障になる こ と が多いんですれ 隈本委員もおっ しゃ っ た よ う

に 、 時間に も十分注意して も らいたい と い う こ と だと思いますが、 いかがですか。

○事務局 燐"脇) 今回、 診療録の記載、 書 く べき こ と は書き ま し ょ う と い う 点でま と め

てお り ます。 診療録のその 1 cm ･ 3 cmの問題は、 結構多いので、 こ の中ではな く 、 ま た別

途取 り ま と め を考えたほ う がいいかな と い う ふ う に 、 事務局はメ ッセージの焦点を絞る と

い う点で考えてお り ま して 、 今回外してお り ま した。

それか ら 、 時刻がずれている も のは、 最終的には器械のメ ンテナンス をき ちん と しま し

ょ う と い う 点がメ ッセージになる と 考えま して、 診療録の記載からは外してお り ますが、

それも入れたほ う が よ ろ しい と い う ご意見で した ら 、 追記致します。

○隈本委員 そ う い う 意図でまた別途、 要する に、 記録について と い う と こ ろでま と めて

頂 く んだった ら 、 それでも結構です。 いずれに して も 、 そ こ は指摘しておかない と 。

○池ノ 上委員長 心拍数の監視を注意深く や り ま し ょ う と 。 前回の再発防止では、 と にか
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く 聞いて下さ い と 。 全然聞いていないノ ーケアなやつも あ り ますか ら と い う よ う な レベル

の話だったんですが、 こ の次に さ ら に進んでい く と 、 しっか り パターンを読みま し ょ う と

か、 注意深く 一つ一つを、 例えば 1 時間おき には必ず見て下さいよ と か、 そ う い う も う ひ

と つ突っ込んだ再発防止に向かった提言になって く る んだろ う と思いますので、 恐 ら く 、

今の事務局の考え、 そ う い う と こ ろで今先生のおっ しゃ っ た よ う な こ と が出て く る ん じゃ

ないかと思いますが、 それでも よ ろ しいですか。

○勝村委員 ち ょ っ と 関連で質問なんですけれども 、 昔、 あ る裁判で、 分娩監鈷見装置の電

源を切った ら 、 新たに入れる度にいちいち時計を合わ さ なき やいけないんだ と言った医師

がいてて 、 それがやっ ぱ り 後 日 、 違 う かっ た と言った り してい る のを聞いた こ と があ るん

ですけれども 、 時計がずれる と か、 分娩監鈷児装置 自体が 、 例えば内蔵電池で電源を入れた

ら時計が、 時計を合わすのを失敗している と か、 愛源を入れる度にゼロ にな る と か、 そ う

い う 何か色々 ある んですか。 実際、 分娩監視装置 と 時計 と い う のは、 ど う な っ ている んで

すか。

○池ノ 上委員長 今はも う 自 動的に何日謡可分 と い う のが打ち出 される よ う になっ ている と

思います。 昔は、 最初の こ ろは、 勝ネ･援≦員おっ しゃ る よ う に 、 その都度合わせない と だめ

だった時代も あった と 思いますけれども 。

○勝村委員 じゃあ、 今、 時間が合わなかった り 、 何回もゼロ に戻っている と い う お話が

あったけれども 、 それは。

○池ノ 上委員長 それは器械その もののメ ンテナンスの問題かも しれません為

○石渡委員長代理 メ ンテナンスの問題だと思 う んですけれど も 、 私の病院は、 全ての医

療機器の時刻を毎週 1 回合わせているんです。 それでも多少はずれてい く んですね。 分娩

監視装置もそ う なんですけれども 、 電子時計が入っているの も ある し、 ほ と ん どが も う 自

動になっていますけれども 、 だか ら電動原を切って もそのま ま タイマーが動いている わけな

んだけれども 、 それでもやっ ぱ り ずれるケース も結構あ る と思 う ので、 やは り 医療機器の

メ ンテナンスの と こ ろで指摘したほ う がいいん じゃないから思 う んですれ
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ただ、 今回、 早めに こ う い う 注意を しなき やいけない と思 う ので、 それはまた別の方法

で、 医会報力可可かでも ち ょ っ と 指摘 したほ う がいいのかも しれないです九

○勝村委員 僕は、 こ の診療録に関 しては、 こ の制度が始ま る前か ら 、 その準備委員会 と

い う こ と で、 情報がき ちん と 出る と い う こ と が こ の制度 と して最も大事な根幹なので、 例

えば情報改函が明 らかになる と か、 あ るべき も の 、 当然記録しなき やいけないも のが出な

い と い う こ と に関 しては、 やっ ぱ り 相当厳 しい対応を して しかるべき 。

例えば、 調整観≦員会で、 いっ たんは支払 う けれ ども 、 やっ ぱ り そ こ で 自分の医賠責でこ

れを支払いな さい と 、 そ こ まで原因分析、 再発防止に貢献でき ないよ う な事例ではいけな

い と い う ぐ らい 、 僕ほかな り 厳し く 対応 してほ しい と事前か ら言って致し、 結果と してそ

う い う 対応を しな く て もいいよ う に 、 制度が始ま る のを機に必ずき ちん と書いて下さい と

い う こ と を周知 して も ら っ て 、 結果と して こ う い う ふ う なほ と ん ど何も 出て こ ないよ う な

のがたまに 1 個か 2個あ り ま したけれども 、 そ う い う こ と が起こ ら ない よ う に と い う よ う

な こ と を言って きた こ と も ある ので、 僕 と しては、 やは り 、 こ の制度の信頼性のために も 、

少 し学究的に も う ち ょ っ と こ う い う ふ う な レベルだった らいいですけれども 、 余 り に子宮

収縮剤を使っている部分の記録がない と か、 ひどいも のに対 しては一定厳しい対応をする

と い う 姿勢は僕は持っておいてほ しい。 データがない と い う こ と は、 結果と して 、 データ

を改甑した こ と と何 ら変わ ら ない、 一緒だと思っている ので、 そ う い う ふ う な こ と が起こ

ら ないよ う に 、 未然防止 と い う 意味での この提言だと思 う んですけれども 、 ち ょ っ と厳し

い対応があって もいいん じゃないかな と い う ふ う に 、 こ の こ と のひ どいケースに関 しては、

医療の内容以上の こ と なので、 ち ょ っ と感 じています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今、 勝村委員か ら ご指摘のあ り ま した 、 カル

テ ･ 診療録が不十分 と い う か、 ほ と ん ど書かれていない と い う よ う な こ と 々 こついては、 最

初か らず う っ と その ご意見はあ り ま して 、 それについては積極的に出 していこ う と い う こ

と で、 今回はちゃん と したテーマで取 り 上げる し 、 非常にひどいのはその都度その都度そ

の病院にフ ィ ー ドバ ッ ク してい く と い う こ と であ り ますので、 今回はそれをマス と して見
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て何例ぐ らい、 項 目 と しては ど う い う こ と が多い と か、 そ う い う こ と が焦点が絞 られる よ

う な 、 特に こ う い う 再発防止 と い う 立場か らは、 こ う い う 項団ば落 とせませんよ と い う よ

う なま と め方も してい く こ と が必要 じゃないかと思います。 あ り が と う ございます。

○上田理事 勝本･矮諄員のご指摘のカルテの不正記載の懸念があ る場合には、 原因分析委員

会の中で確認をする と い う こ と で進めてお り ますので、 今、 委員長がおっ しゃ った よ う に 、

個別に関 しては原因分析委員会でその対応を行 う と い う こ と でご理解頂きたい と思ってい

ます。

0 田木･矮\員 今回の20 10年版の新生児蘇生法のガイ ドライ ンでは、 中等度か ら重度の低酸

素艶虚血小潮湖症に対して、 脳低湿療法が標準治療 と なっています。 それに関連 して 、 産科

医会の診療ガイ ドライ ンに も入っている よ 効こ 、 5 分の時点で 7 点未満のアプガールス コ

アの場合には、 必ず10分も記録する こ と が推奨されています。 l o分の時点のアプガールス

コアは脳低ま蛇療法をやるか ど う かの基準と して非常に大事です。 そ こ の と こ ろ を少 し強調

した文章も入れて頂いて 、 こ こ で上がって く る よ う な重症の仮死の赤ちゃんに関 しては、

原則10分のアブガールス コ ア もチェ ッ ク して 、 それが 5 点未満であれば、 脳低温療法をで

き る施雑設にすぐ紹介する と い う こ と を明記して頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長 10分のアプガールス コ アを記載の必須項 目 に入れる と い う こ と ですれ

0田本･接≦員 そ う です。

○池ノ 上委員長 前回 も脚注か何かで報告 したん じゃなかったですかね。 1 0分に関 しては。

0隈本委員 う ん、 そ う です九

○池ノ 上委員長 次回の報告の と き にそれを取 り 上げよ う と い う お話だった と思いますが。

○事務局 (森脇) 前回、 田村委員のほ う か ら 、 1 0分アブガールス コ ア を どの ぐ らい取っ

ているか と い う ご質問があ り ま したので、 診療録のほ う を調べて 、 途中経過ですけれども 、

前回お示し致 しま した。

今回の囮ですと約分,プガ-ル“ 口 , を恥ている のが ですo それか ら ･ m
分ではな く て 、 9 分 と か1 1分 と かそ う い う 近似の値を出 しているの “ あ り ま した。 今
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後、 それを ど う い う ふ 効こ示 してい く か と い う のは、 また別途 と い う こ と で、 今回の集計

表には10分アプガールス コ アは記載してお り ません。 今回の記録の と こ ろで入れる のであ

れば、 どんな形で入れる のが望ま しいか と い う の も ご意見を頂ければ と い う ふ う に考えて

お り ます。

○池ノ 上委員長 それは、 今、 田村委員がおっ しゃ っ た よ う じ こ 、 脳低温療法絡みの非常に

重篤な と い う か、 軽症な、 かつ治療範囲に入 り そ う な低酸素亜虚血圧脳症が疑われるかど

う か と い う のを10分アプガールス コ アで判断しま し ょ う と い う 。 だから 、 診療録にそれを

取 り 上げて、 5 分でも アプガールス コ アが悪い子は1 0分も ちゃん と つけて下さい と 、 そ う

い う ご趣旨ですよれ その よ う な こ と を診療録の記載についてで提案する と い う こ と だろ

う と思います。 他にはいかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

○福井委員 記録に関 しては、 その前提になっている こ と は踏ま えた う えで、 こ の分析に

基づいて こ の再発防止委員会で何を指摘してい く か と い う こ と のお話だったと思いますけ

れども 、 前提になっている こ と が共通認識されている と は考えに く いんです。 ですので、

やっ ぱ り その前提になっている と こ ろは特出 し しておいたほ う がいいのではないかな と私

自身は思っています。

それか ら 、 記録物の保管の こ と が指摘されていま したけれども 、 7 ページに、 診療録の

記載についての中で療養担当規則の こ と を挙げ られていますが 、 こ の療養担当規則の中に

は保管の こ と " こついて も触れられている ので、 保管について も 明確に項 目 出 し して頂いた

ほ う がいい よ う に思います。

○事務局 (森脇) 一応、 法関係につき ま しては、 療担法も含めま して保管 と か記載方法

と か色々 あ り ま したが、 今回は記載だけに絞って引 っ張ってき てお り ますので、 も う 少 し

詳細に加えたほ う がいい と い う こ と ですれ

○福井委員 はい。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 我々 は再発防止委員会ですので、 再発防止委員会

の仕事をするために も記載がないので困 る と い う 、 それが我々 の最もやるべき主張だと思
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いますけれども 、 しか し 、 診療 と い う その も のが記載を しなければいけない と い う こ と し こ

なっ ていますので、 昨今、 診療録の記載がない と い う こ と & こ対する厚労省の指導も大変厳

し く 入る よ う になっ て き ま した。 それはそ う い う 意味でも啓蒙していかなければいけない

とい う こ と だ と 思います。 よ ろ しいで し ょ う か。

○魚冨澤墨委員 先ほ どご指摘があった項 目 出 しの件ですが 、 これか ら先、 そのパーツを取 り

出 して特集を組んでい く と い う こ と の布石に もなってい く と思 う ので、 今の段階で書ける

こ と があった ら ば、 ぜひ書き上げて頂きたいと思っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。 診療録と い う のは、 基

本的にはも う 書 く も のだ と い う 前提でこれか ら は どん どんやって頂 く 。 その中で、 さ っ き

勝ネ･援\員か ら も ご指摘のあ り ま した、 余 り に もひ ど過ぎる と い う のは直接その と き に原因

分析委員会か ら フ ィ ー ドバ ッ ク が入っていますので、 そ う い う こ と を繰 り 返 し繰 り 返 しや

ってい く 。 また 、 それでもひ どいのは医会のほ う でま たやって頂 く と い う よ う な 、 そ う い

う 仕組みで続けていければと思います。

○勝村委員 すみません。 時間がない中で遅刻を してきて 申 し訳ないんですけれども 、 資

料 8 の よ う な資料と い う のは、 最終的に報告書にも載る予定なんで し ょ う か。

○事務局 (森脇) 今回は色々 と データ を知 り たい と い う ご要望で提示 させて頂いた も の

ですので、 報告書には載せる予定には していないです。

○勝不･矮諄員 ち ょ っ と僕、 遅れてき たんですけれども 、 最初の この資料 1 の 、 前回 もお願

い したんですけれども 、 子宮収縮剤の と こ ろで種類が重なっているのか重なっていないの

かが分か ら ないのではな く て 、 分かる よ う な表に変えてほ しいのです。 この吸引分娩の表

を見て も 、 吸引分娩か ら帝王切開になっている事例は全部子宮収縮剤を使われていますし、

個人的には子宮収縮剤を使って最終的に帝王切開になっ ている と い う のは、 も う 何か医療

と しては失敗なん じゃないか と僕は厳し く 思っていますし、 こ う い う と こ ろに重なってい

る面 と かあ る のを、 も う 少 し子宮収縮剤もや り 、 吸引 もや り して と い う こ と は 、 僕はち ょ

っ と減っていけばいいな と い う の を見ていきたい と思っている ので、 性急に変化しな く て
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も 、 こ の資料 8 の下のほ う の形の も のは減っていってほ しい と思っているわけです。 そ う

する と 、 こ の表も 出ない と い う こ と であれば、 そ う い う のを統計で見ていき に く いので、

僕は 、 誘発や促進と か吸引 と かク リ ステ レルと かオキシ ト シン と か、 または P G E 2 だ と

か、 そ う い う も のが重なっている事例 と い う のが どれほ どあ る のかと い う のを 、 ち ょ っ と

何か見たい。 特に子宮収縮剤の場合、 重なって使っている例 と い う のが どれほ どある のか

と い う こ と は、 やっ ぱ り 併用 と い う 問題は、 ｢添付文書｣ の改訂の と き に も 問題になって

き て、 過強陣痛を生み出 しやすい と い う こ と も あっ た り している ので、 そ う い う こ と をお

願い したい と思います。 資料 8 の よ う な形だ と非常に分か り やす く て 、 これだけでは想像

しきれませんけれども 、 色々頑張ってそれでもだめだったんだな と い う感 じか、 こ んなに

色々やっていた ら逆にや り 過ぎてだめだったん じゃ ないか と かい う 、 その境 目 みたいな も

のが若干分かる よ う な形と い う のが分かればいいな と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 恐 ら く 、 今、 勝村委員がおっ しゃ ったのは、

色々 な こ と を して と にか く 生まそ う と する 、 それが娩出直前にわっ とや られた こ と なのか、

その前か ら じわ じわ じわ じわ とや り なが らそ う い う 分娩進行を進め る と いいますか、 分娩

を進める と い う 目 的で使われたけれども 、 そ こ に重なっていた り 重複があった り する のか

と 。 同 じ項 目 でも 、 同 じ手技でも 、 それぞれ 目 的が違って使われている可能性がある と思

う んですれ そ こが少 しはっ き り 分かって く れば、 も う 少 し我々 と して も分か り やすい。

これは児娩出 と い う こ と を 、 子宮全開大でそ こ まで来ていて も 、 そ こ で吸引 して ク リ ステ

レルをやれば生まれそ う だ と い う と き に使われた こ と なのか と か、 そ こ ら辺の も う ち ょ っ

と 細かい分析ができれば分か り やす く な る ん じゃ ないかと思いますので、 今の勝亦･矮≦員の

ご指摘を踏ま えて 、 こ の表を出すか出 さ ないかはち ょ っ と まだ、 恐 ら く こ のま ま出すと 、

む しろ誤解が生 じた り 独 り 歩きする こ と の危険性が高い と思いますので、 も う ち ょ っ と 分

析を して頂いて 、 今の よ う な観点で見て頂いて、 また委員の先生方にそれを提示する と い

う こ と でいかがで し ょ う か。 それはよ ろ しいですか。

○石渡委員長代理 今の委員長の考え方に賛成ですけれども 、 ただ、 勝木矮≦員が言った、

52



陣痛促進薬を使ってそれが分娩につなが ら ないで帝王切開になったのはいわゆる失敗だと

い う その考え方は、 私は違 う と思 う んですね。 結果と して帝王切開になっただけであっ て、

分娩の経過を見なが ら児の状態が悪く なっ たか ら帝王切開 しただけであって 、 それを失敗

と い う ふ う なそ う い う 表現はち ょ っ と おか しい と思いますし、 確かに、 この表だけ出 した

場合には誤解も受けやすいので、 表を出す場合にはも う 少 し誤解を招かないよ う な表の書

き方をするか、 あ るいは表その ものを使わない と い う こ と が大事なん じゃないかなと思い

ます。

○勝村委員 ち ょ っ と言い過ぎたかも しれませんけれども 、 海外の文献なんかでは、 陣痛

促進では入れないで、 陣痛誘発を して、 子宮収縮済月で陣痛誘発を して 、 それが最終的に帝

王切開になった場合には失敗だった と考えて反省すべきだ と い う よ う な文言はあ る んです

けれども 、 適応が誘発であった場合 と い う 話であ るんですけれども 、 途中で促進している

場合なんかでは、 そ う は言いきれない面が確かにある と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他に。 海外では、 fa 1 1旺e と い う 言葉が よ く 使

われているんですれ fa1 1ure と言 う と う ま く いかなかった と い う 、 結局は さ っ き藤森委

員が言われた よ う に 、 お産の中々難 しい と こ ろでも あ る と思 う んですけれども 、 要は、 そ

こ の使い方が どの よ う に されたか、 どの ぐ ら い注意深く 使われていたか、 あ るいは注意が

全く 払われていなかったか と か、 そ う いっ た と こ ろが分かって く る こ と が大事な必要な こ

と だろ う と 思います。 よ ろ しいで し ょ う か。 他には何かございますか。

それでは、 全体を通 してのご質問、 あ るいはご意見ございませんでし ょ う か。 よ ろ しい

で し ょ う か。

それでは、 時間がまい り ま したので、 よ ろ しいですか。 事務局のほ う でお願い します。

○事務局 (原) スケジュールのほ う だけ簡単に説明 させて頂き ます。 本体資料の 3 ペー

ジを ご覧下 さ い。 次第の載っている資料です。

こ ち らの 3 ページに第 2 回報告書作成のスケジュール修正案 と い う のがございます。 す

でに 日程調整を させて頂いてお り ますけれども 、 先ほ ど も ご審議を頂き ま した脳↑職麻痺の

53



主たる原因を審議 と して追加 させて頂き ま したので、 当初予定 していま したスケジュール

では審議が不足する と い う こ と で、 の委員会を追加 させて頂き ま した。 これに伴

いま して、 公法tの時期を予定よ り ほ ど後の に したい と い う ふ

効こ考えてお り ます。 以上でございます。

も う L点、 事務局か ら 、 資料 と してお配 り している 中に 、 最初にご案内 しま したけれ ど

も 、 川端委員か ら ご提翹共資り料と い う こ と で、 医会報をお配 り させて頂いてお り ます。 川端

委員か ら何かございますか。

○川端委員 産婦人科医会報で新生児蘇生の こ と を会員に広く 伝達幸している と い う こ と は

普段時々 ご説明 してお り ますけれども 、 それは具体的にはこ う い う 形ですと い う こ と で出

させて頂き ま した。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 田村委員、 ど う ぞ。

○ 田本･接唇員 それに関連してですけれども 、 脳低湿療法について どこ の施設が現在実施で

き る のかと い う こ と を調べて報告 してほ しい と 、 以前、 川端委員のほ う か ら ご要望があ り

ま した。 現在我々 が把握 しているのでは、 120カ所ぐ らい脳低温療法を実施でき る施鶴設が

あって、 その う ち 1 00カ所が施設名 を公開する と い う こ と を同意 して頂いたので、 それを

事務局に送っています。

○事務局 (森脇) はい。 それで、 前回委員会でご提示 させて頂き ま した。

○ 田本･接羊員 数値がまたち ょ っ と 増えていますので、 せっか く 公開 していい と言って頂い

ている ので、 できればこの報告書か、 も し く はホームページにでも 出すこ と を検討して頂

ければと ,思います。 それか ら 、 川端委員のほ う み こぜひ回 して頂ければ≧思います。

○隈本委員 僕の意見ですけれども 、 再発防止委員会の巻末資料力冴可かに入れた らいいん

じゃ ないですか。 再発防止委員会は報告書を書き ます裏a その巻末の資料なんかにふさ

わ しいん じゃ ないで し ょ う か。 ど こ に行った ら脳低!蛇療法が受け られる か と い う リ ス ト を。

○池ノ 上委員長 それはいかがですか。

○ 田村委員 も ち ろん、 そ う い う こ と を公開 していい と い う こ と で了解を取っていますの
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で、 そ う い う と こ ろで使って頂いたほ う が よ り いいかと思います。

○池ノ 上委員長 了解って 、 その病院か ら と い う こ と ですね。 施編設か らですね。

○ 田村委員 施設か ら 、 公開する と い う こ と の了承を得ていますか ら。

○池ノ 上委員長 それはまた こ ち ら のほ う の事務的な こ と も ございますので、 検討させて

頂いて、 な るべ く 載せ られる方向で したい と 思います。

それでは、 時間がまい り ま したので、 これで再発防止委員会を終了 させて頂き ますが、

今 日 の審議で も あ り ま した よ う に 、 数量的、 あ る いは疫学的分析の脳小型麻痺発症の主たる

原因の審議を追加致しま したので、 私のほ う か ら の提案で、 先ほ ど説明がございま したよ

う に 、 も う 1 回開催させて頂く と い う こ と “ こ致したい と 思います。 と い う こ と で

すので、 ど う ぞよ ろ し く お願い申 し上げます。

先ほ ど も ご挨拶にあ り ま したけれども 、 第 2 回 目 の再発防止委員会の報告は

を予定して作業を進めていきたい と思ってお り ますので、 ど う ぞよ ろ し く お願

い申 し上げます。

それか ら 、 次回は、 報告される残 り 2 件のテーマに沿った分析と 、 本 日審議致しま した

数量的 ･ 疫学的分析の審議を非公開で行いたいと思ってお り ます ど う ぞよ ろ し く お願い

申 し上げます。 それでは、 ど う も あ り が と う ございま した。
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